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序文

国立大学法人愛媛大学の敷地は、松山市内および愛媛県内各所に点在し、敷地総面

積は464ヘクタールに及ぶ。そのうち、本部事務局と４つの学部が所在する城北団地

には文京遺跡、農学部と附属高等学校がある樽味団地には樽味遺跡、国際交流会館が

ある薦子団地には鱈子遺跡、教職員宿舎のある北吉井団地には桑原西稲葉遺跡など、

数多くの遺跡がある。これまで、愛媛大学では、埋蔵文化財調査室を設置し、校舎建

設や営繕工事等の際、埋蔵文化財への影響度をはかるための試掘調査を行い、埋蔵文

化財が諸工事で影響を受ける場合には、影響度に応じて全面調査や立会調査の発掘調

査を実施してきた。さらに、大学構内における遺跡の有無や精度の高い分布状況を把

握する確認調査を実施し、埋蔵文化財の保護に努めている。

こうした調査成果は客観的に資料化した上で、調査報告書にまとめて公開する必要

がある。ところが、愛媛大学の場合、出土品の多さと頻繁な発掘調査によって、速や

かな報告書刊行を容易に行えない状況にあった。こうした状況を打開するため、２０００

年以降、小規模調査である試掘・立会・確認調査についての報告と、本格調査の概要

報告を併せた『埋蔵文化財調査室年報』を刊行してきた。本書は、その2005年度に実

施した埋蔵文化財調査等をまとめた年報である。

本書をまとめるにあたっては、多くの機関・部局・個人の方々から協力を得た。そ

の労に深く感謝するとともに、本書が大学内外の多くの方々に利用・活用されること

を祈念します。

平成１９年７月30日

愛媛大学埋蔵文化財調査室長

下篠 信 行
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1．本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が2005年度に実施した事業等を報告する愛媛大学埋蔵文化財調査室年報で

あり、愛媛大学埋蔵文化財調査報告ＸⅦにあたる。

２．埋蔵文化財調査室では、全面調査・確認調査については、遺跡ごとに調査次数を付しているが、同時に、１９７５

年から始まった大学構内の発掘調査まで遡って、すべての調査に調査番号を与えている。調査番号は、西暦の

下３桁の後に各年度ごとの調査順に01からの２桁の通し番号を加えた５桁の番号で表示している。調査番号に

加えて、複数の地点（トレンチ）を調査した場合、－の後に地点番号を付して表示している。

００４０１－４

３．

調査年度（西暦の下３桁）

年度ごとの調査順に付した番号

調査地点が複数時のトレンチ番号

一
一
一
口

一

本書では、遺構番号に冠して、掘立柱建物：ＳＢ，竪穴式住居:ＳＣ，溝：ＳＤ，炉跡・竃:ＳＦ，柵列：ＳＡ，水田：

SS，土壌：ＳＫ，柱穴・小穴：ＳＰ，自然流路：ＳＲ，その他の遺構：ＳＸの記号で遺構の種別を表している。

本書で表示した方位・標高数値は、本格調査においては、日本測地系（TokyoDatum）平面直角座標系第Ⅳ

系にしたがっている。ただし、試掘・立会調査、確認調査で座標系が利用できなかった場合は、調査地点周囲

の平板測量成果を掲載し、磁北を表示している。

土色・遺物の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著（農林水産省農林水産技術会議事務局監修）『新版標準土色帖』

に準拠しているが、本文中ではマンセル記号は省略した。

本書に使用した遺構図は、田崎博之・吉田広・三吉秀充・宮崎直栄が作成し浄写を行った。

本書に使用した遺物図は、吉田・宮崎・漬田美加が作成し、浄写を行った。

本書で使用した写真は、田崎・吉田・三吉が撮影した。

本書はＩ章を田崎・三吉、Ⅱ章を田崎・吉田・三吉・漬田、Ⅲ章を吉田が執筆し、下僚信行の指導のもと、田

崎が編集を行った。

本書に報告した調査に係わる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管している。
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また、『文京遺跡Ⅳ一文京遺跡20次調査・文京遺跡２３

次調査一』と『埋蔵文化財調査室年報-2003年度一』

を刊行した。発掘資料の利活用に関しては、学内外か

らの58件の出土品の借用や情報提供の依頼に対応する

とともに、2004年１０月に『まなびビアｉｎ愛媛大学』

の一環として展示会「文京遺跡発弥生土器からの

メッセージ」を開催した。以上の実施事業と会計報告

が報告され了承された。2005年度事業計画は、発掘調

査、整理作業、発掘調査報告書等の刊行と発送、広報・

資料の利活用等の実施事業案、予算案が説明された。

委員長から埋蔵文化財調査室の予算決定の流れについ

て質問があり、今後は予算を決定する前に埋蔵文化財

調査委員会で審議することが提案され、事業計画案を

含めて了承された。

その他、これまで個人的な活動として進められてき

たＷｅｂ上での高画質発掘調査データの閲覧・検索方

法の開発状況が報告され、今後は調査室事業として進

めることが了承された。また、今年度以降、駐車場等

表１２００５年度埋蔵文化財調査委員会構成

Ⅲ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

１埋蔵文化財調査委員会

２００５（平成１７）年度の埋蔵文化財調査委員会は、７

月27日に開催された。議事に先だって、４月１日付け

で大学の各種委員会規程が改正され、これに伴って埋

蔵文化財調査委員会委員長が学術・評価・企画担当理

事である柳津康信理事に決定されたことが報告され

た。以下、2005年度の埋蔵文化財調査委員会の構成は

表１の通りである。

議事では、まず、２００４（平成１６）年度の実施事業が

下篠信行埋蔵文化財調査室長から報告された。2004年

度には、城北団地・樽味団地・御幸団地で小規模調査

５件を実施し、メディアセンター新営工事に伴う文京

遺跡25次調査と総合研究実験棟新営工事に伴う文京遺

跡27次調査の出土遺物の洗浄・注記．接合．復元作業、

工学部校舎新営（Ｉ期）工事に伴う文京遺跡12次調査

と総合研究実験棟新営工事に伴う文京遺跡27次調査の

水洗土壌からの微細遺物選別作業、サテライト・ベン

チャー．ビジネス・ラボラトリー新営工事に伴う文京

遺跡20次調査の出土遺物の実測・製図作業を行った。

Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

表２２００５年度埋蔵文化財調査室の体制

１

調査室長 下篠信行 法文学部教授

調査員

田崎博之

吉田広

三吉秀充

法文学部教授

法文学部助教授

法文学部助手

教務補佐員

事務補佐員

技術補佐員

技能補佐員

宮崎直栄

渡這かおる

潰 田 美 加
◆｡◆◆｡◆｡●◆●◆eb◆●◆◆●◆◆●◆●●●●令■●◆■■◆■P台■■■■■■●■■●■■■■■■■

西 淫昌平

井手野文江

門田都

松本美和子

丸岡美智子

施設基盤部

施設企画課

専 門 貝

松原弘宣

村上恭通

川岡勉

法文学部教授

法文学部助教授

教育学部教授

部局 委員

委員長

法文学部

学術･評価･企画担当理事

法文学部長

柳津康 信
■Ｐ｡■■■●b●■■■■●■●■■■■●■●■｡■■■■｡■●■●■■●■Ｃ■◆■ｐ●やｇｐＧｐ◆●●●p

湯 浅良 雄

法文学部

法文学部
●◆●◆●●●●｡◆■●■①■■合■①■●■●■■ｃｂｃ■●■●■■｡■●■｡■●■』

教育学部

教育学部

理学部

医学部

工学部

農学部

本部

本部

教授

教授
0p~の■◆●●■◆□●●pgC◆q◆●Cqpeb◆ｑ◆ｃｂＧ●◆eやq●●be●◆●●●●●■匂■守■マ■■●■●■●■■■■●■■■■■■●Ｆ－－－寺■色■■■■『－－■■■■●■望－－－?9『号骨号舎●E零･産?一室?弓骨号舎器詫幸諾-号合.

教育学部長

教授

理学部長

医学部長

工学部長

農学部長

事務局長

経営企画部長

儲
》
随
一
州
》
勉

候
》
原
一
遥
一
岡

下
》
松
》
渡
》
川

野倉嗣紀

橋 本 公

鈴木幸

泉 英

一虫

一

一

門 山勇
■◆■凸q■◆■◆●●●｡◆●◆●◆●●qp◆●◆●ゆ●◆q○◆●G●｡■●■ｂｅ■●■●■●｡■●■●■

山 田勝治

本部 財務部長 八木修一

本部 施設基盤部長 山地久司



への利用が計画されているグリーンゾーンについて、

下僚埋蔵文化財室長から、グリーンゾーンの決定経緯

と範囲､その活用が求められていることが説明された。

これについては、柳津委員長から、敷地が狭院になっ

ていることからグリーンゾーンを交通対策５ヶ年計画

の中で駐車場・駐輪場とする予定となっているが、そ

れは一時的な経過措置であるとの学長の考えが説明さ

れた。埋蔵文化財調査委員会として、グリーンゾーン

を長期的に守っていくこと、建物の建設予定範囲から

除くこと、駐車場等は一時的・経過的なものであるこ

とが再確認された。

さて、７月に開催された埋蔵文化財調査委員会で決

定されたように、第２回委員会が、2006年１月１８日に

開催され、2006年度事業計画と予算についての審議が

行われた。下篠埋蔵文化財調査室長から原案が提案さ

れた後、審議が進められ、原案は了承された。また、

柳津委員長から今後の大規模な発掘調査を必要とする

工事計画について質問があり、施設基盤部部長から総

合情報メディアセンター増築、基幹整備に伴う外構工

事等がありうることが説明された。（田崎）

２埋蔵文化財調査室の体制と発掘調査、整理作業

2005年度の埋蔵文化財調査室の体制は、表２に示し

た通りであるが、総合‘情報メディアセンター南部分建

物新営工事に伴う文京遺跡18次調査の正式報告書刊行

に向けての整理作業を田崎、営繕工事などに伴う小規

模発掘調査を吉田が主に担当することとした。

また、埋蔵文化財調査室では、毎年度当初、各部局

で計画されている掘削を伴う工事について、施設部を

通じて問い合わせを行い、埋蔵文化財への影響を判断

し協議を求めていくこととしている。こうした手続き

が定着している結果として、2005年度には、２３件（施

設基盤部13、財務部６，法文学部１，農学部１，医学

部２）の問い合わせと調査依頼があった（表３)。こ

の中で、計画掘削深度では埋蔵文化財に影響がないと

周辺の既往調査の成果から判断されたものについて

は、発掘調査が必要ないことを回答するとともに、慎

重工事を依頼している。

2005年度に実施した発掘調査は、前述の23件の問い

合わせと調査依頼の中で、工事によって埋蔵文化財

に影響が及ぶと判断した15件（城北団地１１件、樽味

団地１件、重信団地１件、東長戸団地２件）である。

00501～00515の調査番号をつけ、調査を実施した（表

４)。その大部分は、営繕工事や小規模な改修工事に

伴う調査である。しかし、00501調査では調査に着手

した後に弥生時代～古墳時代の遺構と遺物を包含する

城北団地全域での基本層序Ⅲ層が削られることが判明

し、急遼、工事対象地域の全域を調査することとなっ

た。

発掘調査報告書の刊行に向けた整理作業としては、

総合情報メディアセンター南部分建物新営工事に伴う

文京遺跡18次調査の出土遺物の実測・写真撮影の作業

を進めた。また、樽味遺跡７次調査、文京遺跡26次調

査の出土遺物の洗浄・注記・接合・復元作業を行うと

ともに、文京遺跡12次調査、文京遺跡27次調査の微細

遺物選別作業を実施した。また、学生サークルであっ

た旧歴史学研究会が収集した資料の実測・写真撮影を

進めた。（田崎）

３発掘報告書・年報の刊行

2005年度には､年度当初､総合‘情報メディアセンター

南部分建物新営工事に伴う文京遺跡18次調査の正式報

告書と、2004年度に実施した小規模調査の報告をとり

まとめた『埋蔵文化財調査室年報-2004年度一』の印

刷・刊行を計画していた。そのうち、『埋蔵文化財調

２

査室年報-2004年度一』は刊行することができたが、

文京遺跡18次調査の正式報告書については、出土遺物

の実測・写真撮影が年度末までかかり、報告書の刊行

は来年度へ繰り越さざるをえなかった。

また、昨年度刊行した『樽味遺跡Ⅳ』、『埋蔵文化財
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表３２００５年度の埋蔵文化財の確認問い合わせと調査依頼一覧

Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

年月日 発 工事名 埋蔵文化財への影響の判断・対応

２
０
０
５
年

５月１６日

６月９日

７月７日

８月23日

８月24日

８月30日

◆●●ｑＰＧｂ◆●●●●●●■■●■●■●■●■■●■●■■●■①□■のp●●◆●●■●◆p◆q伊49◆｡◆

９月８日

１０月14日

10月26日

１０月31日

１０月31日

１１月１７日

１１月22日

１２月９日

12月12日

12月12日

12月16日

施設基盤部安全

衛生管理室長
■■ご■●■●■■■■己■●■p■■4■●●◆●●◆●◆dｳ●●◆｡◆●◆｡●●■｡■●合■●■●■■■■■■■ｅｒ－－－ｐ●□●寺号号舎号.

施設基盤部施設

整備課長
■●■■■■●■●■■□pら■◆●●■p●●◆●◆ｑ◆｡b◆●◆｡｡｡●●●P■b●■●■●■■●■■■■『－－Ｔｐｅ■q●圭争G子守骨詞I

施設基盤部施設

整備課長

施設基盤部施設

整備課長

財務部財務企画

課長

財務部財務企画

課長

財務部財務企画

課長

施設基盤部施設

整備課長

財務部財務企画

課長

財務部財務企画

課長

法文学部長

施設基盤部施設

整備課長

施設基盤部施設

整備課長

施設基盤部施設

整備課長
ＯｑＤｅ●◆●◆●Ｃ◆●◆ｄ◆。●◆｡◆●寺Ｇ●令●◆■七◆■寺■P■

医学部長

施設基盤部施設

整備課長

施設基盤部施設

整備課長

(城北団地）防火水槽標識

取付工事
◆●◆dbe●◆●ｂｃｂ●■◆ごb守■●■■由■●■■●■｡■■◆■●■●■■◆ｑＣｇｐ◆ｅ◆ｑｐＧｐ◆｡●●b◆●●■●｡■●■P■■■■●■■●■●■●■●■■f二一一号．骨司Ｍ＝筈寺Ｊｅ９ＤＯｂ▽壷●■■b■■●■

(城北団地）生物環境試料

バンク改修工事
■◆｡●◆●●ｃ●令■●■■●■b■■●■｡■■●■●■■q■●q■■■●●●g●●qpep◆●◆ｄｏ｡●◆●ｂｑｐＣ■●■■■■■■色■●■■●■---■トー一■■●一号一うじ●Ｐ｡■毎弄●〔ニーロニーーbL-=ー=.

(城北団地）基盤整備（舗

装等）工事
ｂＣ■●■●●■●■｡●■■■●■■＆■■旬■■■◆q●ＧＤＣ●●●●◆●pdp◆●伸⑥b令■合■●●■●■⑧■■●■●■■●■●■■■■●■●■&□●ＧＱＣ●●q●◆●６０◆ｄｂｃｐ●■●●●■ｂｅ■ご■p■■■■■■■■■一一一

(城北団地）共通教育講義

棟避雷設備設置工事
l■●■◆ご■も■■■■●■●■｡●旬●□p●■◆□●①●◆qpe｡◆ｇ●･ｂＣｅｃＵＤ◆●ぜ■■ご■●■■■■●■●■■●■●■●■■q■●□●｡●□●○●◆●Ｃ４ｅ◆●◆●●◆●●●令。｡■■⑧■●■Ｌ一一m■合■●■●■一一

(東長戸団地）宿舎内電柱

改修工事
l◆●◆●●●●◆■■｡●ｳ■■◆■色■■●■■■■■■●■■■■●■①q■＄q●e■◆●●●p◆●◆ｅｐｅＤ◆｡●｡●●●◆｡●●b●■令■色■■■■●■■■■●■●■■qpe■●侯=一二うに骨舎●ＣＱ●qCまき｡●ら華らら

(城北団地）教育学部４号

館東外灯設備復旧工事
D■■■■＆■●■■●■●4■◆●●●●◆●◆q●◆q◆epeb●●Ｍ●●■b●■●■●◆■■■■■■●■●■●■■●■●■ｂｅ■｡■●●ｐ●●◆●Cqp◆｡◆●◆◆●◆●｡●PG■合■●■b■■■■｡■●■■●■●■■■■■pq

(東長戸団地）宿舎電柱撤

去工事
●◆□■む■●■b■■●■■●■●■■■■●■●q■e●●旬■4●与旬●･●◆●◆●●◆q◆qp◆｡◆●｡◆■寺■ｐｄｂも■●■●■■●■■■■■■巳■●■■■■=一=■－圭一p--e-骨寺零舎一詫寺骨寺号寺幸らら合岳

(城北団地）焼却炉電源工

事
◆｡●◆■●･厚●■令■●●■■■■●■●■■■■｡■■●■●■■●■●旬■己■●■p○●●q◆Gp◆g◆qp◆｡◆q●。●◆●◆●●■｡●■◆■●■■｡■■■p■■■■■■■■■■■■■●■Ｍｃｑ

(城北団地）本部事務局構

内電柱建替工事
●●､●●◆●◆■勺G●令●●●■●■■●■●■●■■●■■■■●■■●■●■■■■eq◆●●G●●●◆●●◆●◆●●●｡◆■●0●◆●寺■●■■●b●b●■■●---●■■■－－●■ｒ－－Ｅ■&■■qpf--垂ｐ●●O●CO

(城北団地）本部事務局構

内電柱建替工事
｡b●●｡■■■■●■色●a■｡■｡■●■■●■●■■●■＆■■■●●●●■C●■●●◆ｅ●◆gpe●◆q◆０Ｍ｡◆Gbqb●｡◆●｡◆り●■●■F●■●■ご■■■■●■●■p■■■－－－■■■－－円■｡■■■－－●ｑ●■■qI

(城北団地）法文学部講義

棟周辺環境整備に伴う駐輪

場上屋根取設工事

(情報団地）焼却炉ネット

フェンス取付工事

(城北団地）附属図書館情

報基盤整備工事

(城北団地）法文学部講義

棟周辺環境整備工事

(重信団地）構内駐車場管

理システム設置工事

(樽味団地）農学部附属農

業高等学校暖房蒸気漏修理

工事

(樽味団地）農学部附属農

業高校バックネット改修工

事

‘慎重工事を依頼。

■■■■■■■●q■●■◆■◆ｑ◆●●◆●●●●cOqp◆●◆q●qbc●◆●◆●、■Ｆ■｡ご■･■●■●■■●■●■■■■○■●■■｡■＆■■■■◆■◆4●ｅ●◆■●◆●◆ｑ●ｅ■◆qpd｡◆dｂｅ●◆●p◆｡◆●●令■色dbG■●■■●■■■■■■■｡■■■■●■■●■■巳■＆旬｡◆■◆■●◆●●Ｇ●◆●●●●◆◆●◆●｡◆●ゅ●●q■｡｡●●■●●■●■■●■●■■●■色■■●■●■■●■■■■●■■旬■●■●●●牛q●O●◆●●｡●◆q●q●◆●ＣＧ■◆■も●●●■っ｡■b■b■■ぜ■Q一一』■●■■●■■■■■■●■■●■ｅ■●■■●■

00501調査として発掘調査を実施

『■■■■■■●■凸■■■■●●◆●●ＤＭ●◆●◆●●4p◆●◆｡◆｡｡｡■◆●◆■P■■ご■●■■■■●■●■■■■●■●■■●■◆■●●■●●●●p･●岳4●｡●◆●◆q●◆ｑ●｡｡◆●●｡●C●●■●●も④■｡●■●■b■■ご■■■■｡■■●■●■■＆■ゆ旬■①■pの●◆ｑＧ◆●●●●◆ｃｐＧｐ◆●｡◆●◆g●be●●●守●●●■●｡■ご■■■■｡■●■■●■■●■●■■■■｡■■■■牛旬●■■◆■ｐ･●●●●◆●◆ｑｐＧＤ◆qpG｡◆●p◆■●●●9℃令｡ｐ◆b勺■■ご■■■ＰＣ■●■■■■●■■■■■■●------==号=一二.うじ●1

00502調査として発掘調査を実施。

Ieq●◆●●□ＭＰＣ●◆●◆ｑＤｅＤｃ０◆｡◆9｡●■◆■p■■■■●■●■■■■｡■●■■■■●■●■■●■●■●■●q■●●今●Ｍ●◆●，●●◆●●･●q●●gp0b◆●●●■●■◆■●●■●｡■｡■■●■b■■■■●●■●■色■■●■■■■●■■●q○Ｃ■●●●●●◆q●◆q●◆●◆Ob◆●◆｡b◆●◆G●◆●■●■●●■■■p■■●■■●■●■■●■●qp●■●■■①■●■■◆■■●●◆q●◆●◆●●◆●◆●●◆ｑ●●p◆●◆■●●●◆合b●ｂｐ｡■●■ｂｃｂ●■●■■●■■●■■■●■●●■■■■■■e－－=■一一=毎戸-=言うeel

00503調査として発掘調査を実施。

Dq■今■◆4●e■◆●◆q◆ＧＤｅ●◆●◆｡｡｡b◆｡●●◆●も■■◆●告■●●■●■●■p■■■■●■●■■■■●■■q■●■&■●●■eqp●●◆●◆q●◆●◆●●◆●◆ｅ●q●●●●令●◆■ＣＧ●●■旬●■ぜ■●●■■■■●■■■■◆■■●■■■■●■■q■◆巳■◆●●◆●◆□p●●？●●◆q●◆Ｏ◆｡●◆ｄＤｅｄ●｡｡◆●ｍ■◆■●け●b■■寺■●■■｡■●■■●■■■■●■■●■●■■●■&■■①■勺■●◆●｡q●e●や◆●◆ｄ●q●◆●も◆●◆ｄも◆●●●b●●●■b●■台■■●■●■■●■b■■｡■b■■■■●■ゆ■F=吾-.1■●I

00504調査として発掘調査を実施。

b●●■■b■■●■●■●■■●■●■■q●■■｡■●■■■p●■●●◆■■○■●●らｅｐｅＤ◆●◆q●◆ｐ◆ｑ◆●●◆●◆●◆ｅｂＧｂ◆■ＰＣb令■Ｃ告■●■●■■●■●■■●■●■●●■｡■■●■■■■q■■■■●q①●●●■●◆●●q●◆●●◆●◆◆●◆ebeb◆ｄ◆Ｇ●●ｄ●●●■●■◆｡■●■●■■◆■■ご■●■■●■■■■●旬●■■■■■己■＆■■●■ｐ巳p●●■Ｇ■eq●●●◆G●◆ｇ◆ｄ●◆q●q●◆●●｡●令●Ｃｅ●●●●●●●ひ■●■●■●●■●一一一■一==--■■■■●■●■■■■●■■●■●ｑｐ－骨-■●●吐舎舎日

周辺の既往調査（99602調査等）から、計画の掘削深度では埋蔵文

化財に影響ないと判断し、‘慎重工事を依頼。
■q■●●●●●□●｡●○●◆●◆ep4p◆●◆●◆｡｡◆●◆■ｂｅ●◆■守■Ｐ■｡⑥■●■●■■■■●■■■■●■●■■■■■■＆■&■■●■e●Ｍ●｡■◆●●心●◆●●◆●◆●●◆●◆●◆4Ｃ◆ＣＤ●●●●も◆●●台b令■｡●b●■■●■●■■●■■■■｡■■●■■■■｡■p■■｡■■●■■■■●qpe●●g●◆●p◆●◆０｡◆●bqpもｑ●◆｡◆●ｐ●●●●●●●pひ●も■p●■●■■●■色■■●■｡■■●■■●■●■■■■&■■●■｡■■●■＆■■一骨聖一圭聖?●圭竺?二号●今吾寺●二言二÷岳今ｄご岳らDdps二ｺ●ＰＧ●●｡●｡

00505調査として発掘調査を実施。

守ｂｅ●b■bGb舎口●■ｂｅ■●■●■●■■■■●■●■●■■●■●■●■●q■■■●■■q●Oqe■◆●●◆●◆G●◆●◆ｑやq●◆ｐ◆ｄ●◆●◆●●｡●◆●◆ｃｂ◆●◆■セウ●｡■■●■b■■●■P■■●■b●■●■■■■■■■■■色●■●■■&■①■■●■◆凸■凸ｑ●◆●Ｍ■◆●p◆●◆q●◆●｡◆｡◆q○◆●ｂｅ●◆●●◆●●｡●◆●◆■●●■も●■●●■ご■p■■●■●●■●■■e■●■■●■●■■■■●■■●■■■－－－－号=一P二p---a舎全等●ｑＥ寺二号舎骨合弓，二号二零sらち器ｄ●《吾二Ｊ●岳二日一と.占占aL--＝.

周辺の既往調査（00002.00005.00202調査等）から、計画の掘削

深度では埋蔵文化財に影響ないと判断し、’慎重工事を依頼。
●●ｄＣＧ●◆●◆●◆｡●◆●◆●●●□●●●■b■●●■●■●■b■■●■●■■■■●■●■●■■■■■■■■■●■｡■p■■＆■▲■Q▲●▲●｡◆●◆●●◆ＤＧＢ◆Opee◆●ＣＧ●●qpG●●●●０勺｡◆■●●■●■◆■b守日●■■●■bdb●■■●■色■■■■■■■●旬p●■■■■函p①ｑｐ■ｐｅ●●ＣＤ●●●◆●◆◆●◆●●４０◆｡｡◆ｇ◆eb守g●●ゆ寺｡●Ｇ■守｡■●■●■■■■●■■●■■■－－－－■■●■－－－－－q■●■■■■p■ゆ●■●qp-冒冒幸一一ゆ○●q●Ｍ●ど骨号号骨号●巴号骨含骨弓ｑ●◆●◆dC0さ自ら弓呂昌

00507調査として発掘調査を実施。

p●｡◆q◆QC4b･●◆●●●｡◆●寺●C■■ご■｡■◆■■■■■■●■●■■●■●■●■■●■●■①■■■■●■■■■●■ら■●■■●■ｅｑｐｑａＯ■■●●●●｡｡｡◆●ゆ●●◆●◆●●◆●CQ●◆●◆●｡◆●◆●●◆■ｂｅｄ◆｡●◆●b■■●●●●b◆■●｡■｡■■Cdb■■■■■●■■●■●■■■■■■■■■■●■●■■●■■■■●■p◆■●q■①■●q●Ｃｑ●◆■●qp◆ｑｓｑＤ◆●●qp◆●●◆●◆ｑＣｅ●◆ＧＭ●b●●･●合□●●□●合■●■■L=-=ﾆー ｰー ｰー _ー■■●■●■■■■●■■■■●■L一一一一■■■●■－－－４■■

00506調査として発掘調査を実施。

や｡●e●◆●①●●qpe●◆●●●●◆■◆●◆｡●ｑ①9｡◆●◆dbq勺●●●●●●●◆●◆■■●勺●■●●も■■●■厚■■｡■●｡■■■■■b■■■■●■色●■●■●｡■｡■■■■●■■■■●■■●■●旬■e■｡■■e■●ｑｐｃｑｓＣ●や●●●●●●●◆●●●●◆◆●◆qp◆●◆q●◆ｄ◆｡■◆●｡◆●◆●●･●b◆●●ebe●◆■b守■●●■p■■●■①■■■■b■■ぜ■■●■●■■●■色■■■■●■■■■●■---■q■P■F－－－弓p=－－－－手●■■与●産?一うp毎?王二号骨圭巽骨寺骨寺号骨寺ｑに舎舎号ご今弓二寺●●ep寺ら寺

２月２月付けで埋蔵文化財調査室長名で工事内容の変更を依頼。協

議の上、グリーンゾーンを避ける形で、工事を行うこととなり、

00508として試掘調査、00515として立会調査を実施。
●■■｡■e■●■●旬■◆●＆●凸ｑ◆旬■◆●①●●●●◆●◆●◆ｅｐｃＯＣｐ◆●◆◆bed◆･ｳ9つ●q◆●◆dゆ◆●◆●◆●●｡●◆け■■●●■●●■舎■◆的■廿b●■p●■●■Ｃｓ■Ｐ■■■■●■●■■｡■■●■■■■｡■■■■●■■●■｡■■｡■■■■●■■巳■●｡■●■■q■ｐｑ■●■､｡■●●ＢＣＢ●G●①q◆◆●ゆ｡●◆●◆●●◆●◆｡｡◆q●●ｂ◆。●◆●◆ｄ●◆●◆●●●ｄ●ｄ●◆｡●Ｇ●◆●●●●●合■●●●｡■●■bご■●■b■b■■｡●■●■■●■●■■■■■■■●■●■■●■●■■■■●q■■■●■■■□①■●F手=一一宇

周辺の既往調査（00002.00005.00202調査等）から、計画の掘削

深度では埋蔵文化財に影響ないと判断し、′慎重工事を依頼。
ひ●●●●●pqG4●●●●qp◆●●Ｏ◆ＯＭＰ◆●◆Ope｡◆●◆●◆｡｡◆●令●や●も｡●◆●｡■●●●①●●■もむb●■●｡■●■P■ウゥ■●■p●■●■●■つ●■●■■■■●■■●■｡■色■■酢■色●■●●■●■■■■凸■■●■●■■●■■■■●■■e■●■■●■■●q凸q●◆●｡⑦●&｡●◆●●◆ｑ◆●●◆●◆｡●◆●ＰＯＢ◆q●◆●◆｡●◆●●●｡◆●もも●●●●◆●④●●●●◆●●●●●｡■｡■ｳ●■●■■●■也函●■b●■●■包む■●■■｡■●■色●■●■■一一毛＝■■■●｡「言－－．１■●旬ゆ■===一宅匹与青青－－画?－号=今

周辺の既往調査（99316.99902.00305調査）から、計画の掘削深

度では埋蔵文化財に影響ないと判断し、‘慎重工事を依頼。
q●◆q●●●｡■｡●◆q●q●･●◆●Gq●q■◆●●ObeC◆●◆eMb9b◆●◆●●●●◆●台●、●●●●■●●●◆■◆■■●■●■●■■●■■■■■■■■●■■●●■●■●■■●■■■■■■p■■■旬&●■●■■●■■q■●■ゆ●■●旬■e■ゆｑｐ４■pe●●■●◆｡●Ｇ●◆●●◆●◆●●凸●●①●◆qp◆｡◆qp◆｡●◆｡◆｡｡｡●◆｡◆｡｡◆守り寺■①●●ｅｅｐｅＤ●■b●■ｐ■■Ｃ■厚●■●■pご■●■■■｢一一一司一●■■●■●■●●■●■■■■●■■ニ‐令■■■■■■■■■F------==■－－－=君０－－１■｡■ａ■●q■

協議の上､埋蔵文化財に影響がないように工事内容を変更。ただし、

工事地点の一部については00510調査として発掘調査を実施。
0●◆｡●●●q●●p◆●寺■●■●｡■⑧■で■●■■■b●b●■●●■●■■■■■■■■●■■●■巳■■■●■■●■牛■■●■●旬ゆあ■●■●■●qp●■◆□●●■◆●●e●◆■◆●町●●､●●◆●●の●◆●●●●◆●p◆●●◆●◆p●◆■◆●◆｡●◆gbや●●◆●◆｡｡◆●●●●●■●｡●●むb◆●わ■■ぜ■p守■P●●●■■●■ご■■●■●■■●---■●■■一一・可■■●■■■■●■●■■●■■■F=一一一一●■■●■●■■Ｏｒ－=令■－－－１F＝一望■●■●qr-吾号うゆ毎骨SgpC骨＝霊?寺号●号号弓●C号ご号弓弓ｑ●◆●Ｍ●

工事予定地は、団地造成以前は溜め池であった地点であり、計画の

掘削深度では埋蔵文化財に影響はないと判断。
､●●●令■●●●｡■◆b●■●■■｡■●■●■■■色■■●■●■■■■＆■色■■■■p■■■■■■■■ゆ■■■■●■◆■■qqC●●■p◆■◆■●e●◆a●4●●●●●｡｡●ＣＧ●ｅ●◆qp◆p●q●◆ebqp◆ｂ◆q●◆g●◆●●｡p●●◆｡●●●p◆●●｡｡◆■ＰＧ●寺■■●■■■■■■■｡■■■■｡■■■■●■■■■■■■●■■｡■■■■●■■■Fニーーヨ■●■■●－－－－■■■■■●■ｐ■■◆■■●■●旬ゆぞ－－句r=一二・?●圭弓■●[骨舎､『号骨一●寺二二･●◆●Ｍ●◆｡｡●舎塞毒らちろさ合●◆●ｂｅ●●●｡●●吾ら二.bご●

00509調査として発掘調査を実施。

■◆●◆●p◆●◆eeGp◆｡◆●◆句◆●●◆●○●◆■ｂｅ●令■●●七●■◆■台■●■■ぜ■●■■｡■告■●■■■■●■●■●■■●■｡■■■■●■■●■●■■■■●■&■■己■｡■■●■●■■●q●■■①■■＆■■■■e■●q■●●●g●岳●●●●●●●●●や◆｡◆｡●q●◆曲●◆●●０｡◆●b◆q◆●●◆●b◆●●ｅｐ◆●●｡ｐ◆●ＣＧ●●｡■◆●●G酌■●●b●■pごb●■■●■●■■ご■Ｐ■■｡■●ぜ■●■■■■●■■■■■■■●■－－●■■■■■■■■■●■■■■－－q■●旬p■■4■C■■①■■存？=一二号？目骨P-骨．●ら●｡

周辺の既往調査（99905.99712調査等）から、計画の掘削深度で

は埋蔵文化財に影響ないと判断。‘慎重工事を依頼。

２
０
０
６
年

１月26日

１月30日

２月２日

３月10日

３月20日

３月31日

施設基盤部施設

整備課長

医学部長

施設基盤部施設

整備課長

農学部長

施設基盤部施設

整備課長

財務部財務企画

課長

(城北団地）工作物等改修

工事

(重信団地）医学部附属病

院内保育所設置工事

(城北団地）教育学部４号

館総合授業研究室空調設備

電源工事

(樽味団地）農学部テニス

コート西側外灯取替工事
■●■●■色■■｡■■■■●■●■■■■●■●■■●■■q■◆■●q■■■○●●q●◆●，●●◆｡◆◆｡◆●ｳ●ｳ●●Ｇｅｅ･ＤＣ、■bdb●■●■⑧■■■■●■ｂｅ■｡■●■●■■■■■■け－－旬■ーー令■■q■●唾骨寺圭･I

(城北団地）工作物等改修

工事

b■●■■●■■■■●■色■■●■■●■●■●q■⑦■■｡●◆●◆｡●●●◆●Ｐ４●◆●ｳ◆｡◆｡●gCo●●ｄＴｄｂ守■●■■■■●■■■■■■●■●■■■■■■●■①e■◆●①q●己ｐ●●◆●C4pGC◆●◆｡◆q唾ニー幸:

(城北団地）本部敷地内電

柱建替工事

周辺の既往調査（99510.99512調査）の結果から、計画の掘削深

度では埋蔵文化財に影響はないと判断。‘慎重工事を依頼。
0｡◆●｡●◆｡◆｡●｡●◆｡●｡｡●■守■缶■■■■●■■■b■■■■■■●■p■■●■●■■●■●■●■■●■｡■■■■｡■●■■●■｡■●■■■■｡■①■■◆旬①●■ＣＱゆq■い■●旬■●■●4●ら●●○●やe●｡●OG｡●●p●｡◆●p◆●●q●◆｡◆●ｇ◆q●◆●be●◆ｄ●◆●●｡●◆●｡O■◆■●G●●●●●●■令■P■b●■●■■●■●●■●●■令■Ｐ■■●■p●■●■■け■●■■●■●■■●■■■■●■■＆■■--弓■■■rニーローー一一一■Ｍ■●伊号△圭号二号旬ら号垂?or二号署舎舎寺号号骨骨舎号骨寺骨寺二号寺=寺舎寺

00511調査として試掘調査を実施。
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周辺の既往調査（00108調査）の成果から、共同溝の余掘り範囲で

の工事と判断。‘慎重工事を依頼。

●ＤＣ●も●◆■●■ｐ●bも■守■●■■■■①■①■色■■＆■■■■■■■■●■■■■■■●■色■■●■●■■■■●■●■&巴■■■●■■･●◆■◆●●◆●◆●●のp●●｡◆●●q●◆□◆●｡◆｡◆●pＧｄ◆●●oQb◆●◆●●●■●■●守■包む■●●●｡■●●■●■ロ■■■●■■■■■■●■■｡■●■■①■①■■■印■●■●■■①■■旬■Ｃｅ■◆●●q●◆a●g●◆●●●●●●p◆●●９｡◆□●◆｡◆●｡｡b◆｡●●■●9｡◆｡●｡○令■◆●●●■■ご●●■p●●●■色｡■①■■●■■■■■■●■■●■●■■●■■■■●■■■－－－■■■●■－－－

周辺の既往調査（樽味遺跡１次Ⅱ区、５次Ⅱ区）の成果から、計画

の掘削深度では埋蔵文化財に影響はないと判断。‘慎重工事を依頼。
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２ケ所の工事地点のうち、１ケ所は周辺の既往調査（9９９１１．００００１

調査）の結果から計画の掘削深度では埋蔵文化財に影響はないと判

断。他の１ヶ所は、既存の囲障基礎の再掘削であり、埋蔵文化財に

影響はないと判断。‘慎重工事を依頼。
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隣接する既往調査(00506-2調査)の結果から､計画の掘削深度では、

埋蔵文化財に影響は生じないと判断。慎重工事を依頼。



４広報、出土品・調査記録の活用

表４２００５年度発掘調査一覧

大学構内の埋蔵文化財調査が進むとともに、調査成

果に対する学内外からの関心が高まりをみせている。

埋蔵文化財調査室では、これに応えるべく、調査成果

や埋蔵文化財調査室に関する広報活動を積極的に進め

ている。

毎年４月に新入生や新規採用職員に広報パンフレッ

ト『発掘愛媛大学』を配布してきたが、2005年度に

は残部がなく､広報パンフレットを配布できなかった。

そこで､改訂版の印刷を2005年度に計画し､刊行した。

また、法文学部公開講座の形をとり、平成１７年度愛

媛大学公開講座『文京遺跡から学ぶ弥生時代のムラ』

を、以下の日程で開催した。

調査室年報-2003年度一』を、全国の大学･研究機関、

文化庁、教育委員会・埋蔵文化財センター、博物館.

資料館へ発送した。 (田崎）

１０月８日（士）下僚信行「文京遺跡って何だろう、

歩いて知ろう」

１０月15日（土）三吉秀充「特異な超大型建物」

１０月29日（士）吉田広「倉庫は語る」

１１月５日（土）田崎博之「住居を考古学する」

１１月12日（士）田崎博之・吉田広・三吉秀充「討

論一大規模集落の時代を考える－」

講座は、当初、受講生30名を募集し講義形式での運営

を計画したが､希望者が約10名と少人数であったので、

講師と受講生との双方向のやりとりを大切にするとい

う観点から、

①文京遺跡出土の実物資料を、受講生が実際に手に触

４

調査

番号

調査

種別
団地 遺跡 調査原因 調査期間

調査面積

(㎡）
調査担当

00501 城北 文京 生物環境試料バンク改修工事
20050621～

20050707
78.5 田崎・三吉

00502 立会 城北 文京 基幹整備（舗装等）工事
20050824～

20050826
38.6 吉田

00503 試掘 城北 文京 共通教育講義棟避雷設備設置工事
20050824～

20050826
12.4 吉田

00504 立会 東長戸 山越 東長戸宿舎内電柱改修工事 20050831 0.3 吉田

00505 立会 東長戸 山越 東長戸宿舎内電柱撤去工事 20051028 0.25
士
ロ

一
一
一

●田士
ロ

00506 立会 城北 文京 事務局構内電柱建替工事（その１） 20051104
士
ロ

一
一
一田士

ロ

00507 立会 城北 文京 事務局構内電柱建替工事（その２） 20051114 0.3
士
ロ

一
一
一

●田主
ロ

00508

00509

00510

掘
一
会
》
会

試
一
立
堂
坐

靴
一
蹴
》
靴

鯨
》
緋
峠
鯨

法文学部屋根付駐輪場設置計画

農学部附属農業高校暖房蒸気漏修理工事

法文学部講義棟周辺環境整備に伴う樹木移植工事

20051115

20051221

20060130

８
》
８
》
２

９
－
Ｚ
》
３

士
ロ

一
一
一

●田士
ロ

吉田

士
ロ

一
一
一田圭

口

00511
■●■p■■あ■●■■■■p■■●■●・■■

00512

試掘
■ ■ ■ ● ー ■ ● ー ● ■ ａ ｡ ＝■4

試掘

重信
■■■●■｡■●●■｡■■■■■■』

城北 文京

医学部附属病院院内保育所設置計画

法文学部講義棟周辺環境整備計画

20060207

20060221

５

4.3

士
ロ

一
一
一

●田士
ロ

士
ロ

一
一
一田士

ロ

００５１３
，●◆ＵｐＧ●●■●G●令●わ｡●●●●｡｡､

００５１４

試掘
”印字●甲■●中守申一寺甲申函

試掘

北
》
北

城
一
城

一
足
一
｛
泉

文
一
文

教育学部２号館等空調設備電源工事

工学部２号館２階女子便所改修電気設備工事

20060228
■●●◆●●q◆gpCbe●●。◆9｡◆g●●守dCg●◆●わ｡●◆●◆'

20060228

2.7

１．５

圭
ロ
ー
士
ロ

一
一
一
一
一
一
一

●
》
●

田
》
田

士
ロ
》
士
ロ

00515 立会 城北 文京 法文学部屋根付駐輪場設置工事
20060302～

20060303
24.2

田崎・吉田．
士
ロ

一
一
一



写真１公開講座の授業風景

；

蟻
'溌麹

＃

れながら観察する機会を設けること

②各講義時間内に質疑応答の時間を設けたり、毎回受

講生へ質問票を配布し最終回で回答すること

とした（写真ｌ)。その結果、講座終了後に行ったア

ンケートでは、「土器・米等実物をさわってみて、実

感できた｣、「すべてがめずらしく、興味が湧きました」

などの感想が寄せられ、公開講座の継続的な実施が要

望された。年度末には、これらアンケートの結果や回

答、公開講座の内容をまとめ、平成17年度愛媛大学公

開講座記録集『愛媛大学公開講座文京遺跡から学ぶ

弥生時代のムラ』を刊行した。

さらに、城北団地で年度前半期に実施した生物環境

試料バンク改修工事に伴う00501調査では、授業期間

中でもあり、考古学および埋蔵文化財論の講義の一環

として臨地授業を行うことができた（写真２)。こう

した遺跡の状況を実地に観察しながら進める授業は、

学期末の受講生による授業評価アンケートでも好評で

あった。

昨年度開設した埋蔵文化財調査室ホームページで

は、Ｗｅｂ上での埋蔵文化財調査室の調査・研究活動

の情報発信を行っている。そこでは、調査室の概要や

専門的な報告だけでなく、城北キャンパスや樽味キャ

ンパスの地下に眠る文京遺跡や樽味遺跡など、松山平

野を代表する遺跡紹介を行うなど、気軽に閲覧できる

５

Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

鍵鍵鶏鍵蕊＃

蕊
写真200501調査時の考古学講義風景

よう工夫している。その成果の一部は、マスコミ（愛

媛新聞2006年２月15日付け地域のニユース）で報道

され、アクセス数も増加している。

一方、2005年度も、学内外からの出土資料に関する

調査や情報提供、借用の依頼が多い。５９件の利用依頼

があり、それぞれの要望に調整を図りながら個別に対・

応した（表５)。学内からの依頼は、本学教員の実物

教育の教材としての利用、大学院生・学部生の修士論

文・卒業論文作成のための資料調査などがある。学外

からは、（財)松山市生涯学習振興財団松山市考古館から

の出土品の借用をはじめ、他大学の教員・学生や教育

委員会・埋蔵文化財調査機関の研究員や調香ｷ日当者か

らの資料調査依頼が多い。こうした利用に加えて、一

昨年度からとくに目立ってきたのは、市民からの情報

提供の依頼である。それだけ愛媛大学に蓄積されてい

る文京遺跡をはじめとする埋蔵文化財への一般市民の

関心が高まってきていることをうかがえる。また、７

月23日～25日に総合情報メディアセンターで開催され

た『戦後60年戦争資料展』のために、文京遺跡から

出土した練兵場時代の銃弾・薬茨などが借用・展示さ

れた。弥生時代・古墳時代等の古い時代の出土品だけ

でなく、こうした資料も含めた埋蔵文化財データの活

用形態を考えていく必要がある。（田崎･三吉）
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表５埋蔵文化財調査室収蔵の出土品・調査データの利用依頼

年月日 利用者 目的 利用内容 利用資料

２
０
０
５
年

４月１日

４月１日

４月13日

４月20日

４月20日

５月12日

５月18日

５月19日

５月25日

６月15日

６月22日

６月29日

７月６日

７月15日

７月22日

７月25日

７月30日

７月30日

９月６日

９月27日

10月20日

１０月15日

10月29日

11月５日

11月１４日

１１月14日

11月21日

１１月26日

11月28日

法文学部・助教授

法文学部・教授

教育学部・非常勤講師

教育学部・非常勤講師

香川県立歴史博物館．

学芸員

法文学部・教授

教育学部・学部生

法文学部・学部生

(１５名）

教育学部・非常勤講師

教育学部・非常勤講師

教育学部・非常勤講師

教育学部・非常勤講師

愛媛県松野町教育委員

会・職員

法文学部・教授

法文学部・教授

工学部・学部生

西条市教育委員会･職員

今治市教育委員会・職

員（２名）

法文学部・学部生

側松山市生涯学習振興

財団松山市考古館

愛媛県松野町教育委員

会・職員

法文学部・助手

法文学部・助教授

法文学部・教授

法文学部・助手

㈱愛媛県埋蔵文化財調

査センター・職員

法文学部・教授

㈱古代学協会・助手

鹿児島県知覧町ミュー

ジアム知覧・学芸員

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

研究のため

授業用の教材として利用するため

授業の一環としての施設見学

授業の一環としての施設見学

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

研究のため

展示会開催のため資料調査

展示会開催のため

授業レポート作成のため

施設見学

施設見学

施設見学

展示会開催のため

研究のため

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

授業用の教材として利用するため

研究のため

研究のため

研究のため

研究のため

借用

借用

借用

借用

資料照会

借用

見学

見学

借用

借用

借用

借用

熟覧

熟覧

借用

文献複写

見学

見学

見学

遺物借用

文献複写

借用

借用

借用

借用

文献複写

借用

データ提供

文献複写

文京遺跡１０次調査出土の弥生土器

文京遺跡10次調査出土遺物

文京遺跡出土の遺物（計10点）

文京遺跡出土の遺物（計１２点）

文京遺跡出土の漁網錘

文京遺跡出土の弥生土器（計７点）

文京遺跡出土の弥生土器（計６点）

文京遺跡14次調査出土の石錐(計８点）

文京遺跡１４次調査出土の石錐(計８点）

文京遺跡出土の石庖丁（計７点）

文京遺跡出土の中世の遺物

文京遺跡20.23次調査出土の旧練兵場

関連資料

文京遺跡２０．２３次調査出土の旧練兵場
関連資料、展示ケース

埋蔵文化財調査室所蔵の調査報告書

■■｡■●■●■■●dbq■ゆ■●■■●■■●■●旬●q●今Ｃ●●~●●●ＣＱ●◆｡●◆●◆~q●~●●●詞令｡●●酎守むむ毎■●●●●■●■■｡■●｡■●■●■●■■●■●①●①□●q■｡●｡g●●●●･■◆●●◆●◆9つ◆ｐ◆●ＣｇＯ◆●●●①守包守守b■勺。－●~＝｡●■＝｡■●■｡■■

文京遺跡出土の分銅形士製品(計９点）

埋蔵文化財調査室所蔵の調査報告書

文京遺跡10次調査出土の弥生土器

文京遺跡12次調査出土の炭化米

文京遺跡出土の弥生土器

鷹子・樽味・桑原西稲葉・文京遺跡出

土の須恵器

埋蔵文化財調査室所蔵の調査報告書

文京遺跡出土の弥生時代の遺物

(計９点）

文京遺跡20次調査出土の弥生時代の石

器製作関連資料

埋蔵文化財調査室所蔵の調査報告書
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Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

年月日 利 用 者 目的 利用内容 利用資料

２
０
０
５
年

12月８日

１２月１４日

12月１５日

１２月19日

１２月21日

１２月27日

今治市教育委員会・職

員
｡■P■■ご■●■●■■●■●■●■●■■●■◆●◆■●◆●４●◆●●４勺◆●◆●●ｄ●◆■●●■●■守■●■■｡■●■■■■■■●■■●■－－－－■－－－●■q号詞●幸争O零＝岳詰

四国中央市教育委員

会・職員
0p◆●◆●◆●Ddp●●●●①■●Ｇｐ●■■■■■■●■●■●■■■■●■■■■■■■■▲■●◆■◆｡●ｅｑ●q◆●p◆●◆●●●●●●令●●●■●■色■■｡■●■■■■■■F----=ｑｐ０●

徳島大学総合科学部．

助教授

法文学部・大学院生
DDC｡｡｡b◆●◆●●｡●●b●■p■F■■｡■●■■●■●■●■●｡■■■●■■■■●qゆqpe●◆●●｡●q●◆●MgO●◆□も｡●も■っb■●■｡■■●■●■■■■■■■■■●■①■■■Ⅱ

(財)松山市生涯学習振興財

団･松山市考古館･学芸員

愛光学園・教諭

研究のた．め

ｅ●◆●◆■■◆■P■■●■｡■■■■●■■■■●■p■■◆●◆■｡◆●●■◆｡●◆ｑ◆●p◆｡◆●や｡●◆●◆■｡■？●■●■C■■●■●■●■■■■巳■｡■●■■■■｡■●■Ｂａ■●■◆■･圭jbqp◆●寺号弓ｑＤｑ●●巴幸一ｂＧｂＧ■●■■■L=_」■口■■■■●■■■■■』

施設見学

B●O●◆●●｡、●◆｡●○○◆■い●●Ｆ■｡■■●■p■■●■●■■■■●■■■■■■●■●q■Ｃ■ＣｑｐＧ●◆●◆●◆qb◆ｂ◆●●q●｡■◆●●●P◆■ぜ■｡b●■■■■■■合■■■■■■－－－－－ｂｅｐｑ告口守寺二-零ｺ●垂弓坐.beＥＳら合蓋岳垂とＤＣ凸一一=ー

研究のため

施設見学
c■●旬p●■ｅ■●9｡●●◆●●◆●◆qCd｡◆eb◆●｡●●｡●●●●dbs■●■F■■｡■●■●■■●■●■●■■■■●■&O●◆■●●●●●◆●◆qpq●4p◆●◆q●･Ｐ◆b●●●■●gpG■守■■■■■■■■■■甘■■■■■■■■&■■■■Ｃ■■■『一P君U=ﾆﾌ■◆q◆０１

展示会の資料借用のための準備
合■勺■■■■●｡■■■●■■■■●■●■■①●●ppe■ら●●｡●◆●◆q●◆q◆Obep◆●◆･も◆●◆■●●●d色●■●■b■■●■■■■■■■■｡■●q■■■＆■r一二Ｔｐｑｐｅ●◆●●｡●◆●寺骨寺●Ｍに＝●奉る｡⑥●、b◆●･■心■■■■々 ■●■●■■■■ｐ■●■ﾛ

研究のため

文献複写

見学

文献複写

見学
p◆●◆●◆ｄＰｄｐ◆｡◆●ＣｅＤ１

熟覧

実測・写真撮影

埋蔵文化財調査室所蔵の文化財関連文

献

■■●■b●■●■■●■■■■●■■●■■■■●■■q■◆■■◆□●の■●qp5●Cqpe●●●●◆q●◆●◆｡b◆●◆｡｡●●ＣＧ●●■■●●合■色｡●●■b●■●■■●■■■■●■●■■●■■r－－勺■e■｡□■⑦■●qpeq●q■曾号二号零号号並塞零＝岳弓ＯＥ合岳壬器岳舎■■4占産』L､ー--==ー

埋蔵文化財調査室所蔵の報告書

p◆●ＣＧ●◆●●●●●●ｐ◆■ｐご●白■■ぜ■Ｐ■■●■■■■●■■●■■●■●■●■■●■■■■■■■●■■＆■●■■｡□●q■●■①凸旬ゆ●●q●ら●｡◆●◆qＤＣ●◆●●◆●beb◆･be●･●●■■●●■●■令●旬◆b●■■●■●■■■■●■■●■色■■■■●■■■■●■■■■●■ら■『-一一一一一=qpe■

文京遺跡27次調査出土の縄文土器

■■■p■■■■色●■●■■●■●■■●■●■■●■●●■■■■■■■●■●■p牛■■旬■●●●q■●q●●q●●●◆●●◆●◆●pqb◆q●◆。●ｄｏ◆●◆qo寺■◆●●◆bP●■●■厚む■●■p■■■■p●■｡■■●■●■■●■●■■●■｡■■●■●■■●■■■■

文京遺跡１３．２０次調査出土の鉄器

２
０
０
６
年

１月４日

１月１１日

１月１３日

１月13日

１月21日

１月24日

１月25日

１月25日

１月30日

２月２日

２月６日

２月９日

２月１０日

２月１２日

２月14日

２月27日

２月28日

３月１５日

３月１６日

３月17日

３月１７日

３月20日

３月22日

３月27日

今治市教育委員会･職員

一般（松山市在住）

法文学部・助教授

法文学部･学生（７名）
ＩＣ●＆■◆旬●q■●●●ＧＭ●◆●◆｡p◆ｂ◆ｐ◆ｑＣ｡●◆●●●●◆■●■b■bGb●■●■■｡■■■●■■●■■■■■■●■●e■■■●■■○■e■p●■4●p4pゅ●◆d

愛媛県松野町教育委員

会・職員

愛媛県教育委員会

法文学部・大学院生
I■■■■●■色■■●■●■＆■■■■｡■●■p■■凸●●●●の●●●らｑ◆｡●◆●◆●●◆●◆●◆●p◆●◆｡●eb●●●｡■G●●ｂｂｃｂ◇●合●●｡●●■b,

宮内庁書陵部・職員

大分県教育庁・埋蔵文

化財センター・職員

奈良県立橿原考古学研

究所・研究員

法文学部・学生

放送大学愛媛学習セン

ター・学生

総合情報メデイアセン

ター・助教授

宮崎大学農学部・助教

授

法文学部・学部生

大阪府教育委員会･職員

法文学部･学部生(２名）
､●4●◆●◆●◆｡◆eゆ◆ｐ◆■●●●◆b●■bG■●■｡●■ご■●●令■色｡■●■●■■■■●■●■■｡■●■●■■●■●■■■■●■■●■◆■●■■■■●■●●■Ｃｑｓｇ■

(財)大阪府文化財センタ

一・職員

一般（松山市在住）

岡山大学埋蔵文化財調

査研究センター・助手

一般（松山市在住）

一般（松山市在住）

一般（松山市在住）

奈良市立飛鳥中学校．

教諭

研究のため
■●■ゆ●●＆□●･●C●p●｡◆●◆q◆･●◆｡◆｡｡◆●◆｡ｐ●b●Gp●■●■ｂｅ■｡■●■色■■●■●■■■■●■●■■■■己■●■■●■●■◆ａｃｄＣ◆●◆●ｂ４●q●◆●◆●◆｡p･●●■寺■●｡■告■●■●■●■色■■■■●■■－－．１■－－－■－－－q｢－－Br一一ｃｄ

施設見学

授業用の教材に利用するため
ｂｅ●●■っ●■●■■■■●■■■■■■色■■●■●■■●■●旬p⑦■＆■①q●①●Ｃｅ●･●◆●●●｡◆p･■Ce◆●b◆●◆｡、ＰＧ●守■●■■■■勺■Ｐ■■■■■■●■●■■■■一一一一■pq■■■●■■■●■■=＝=■望一室室圭昌骨巽●４●4●と舎器寺幸'●●0

施設見学
bdb●●◆｡｡◆●●｡ｐ●●ＣＧ●◆b●■b■■｡■色■■●■●■■●■●■●■■｡■■q■■■●■凸■■qpc■■●e●●G■e●●qpG●◆●◆ebqp◆●も｡●｡●◆●◆■◆｡●■●●■●■も■b■■■■●■F■■■■■■｡■&■■■■■r－－１■＆■■qp■■●■ヤー詞●ＧＩ

研究のため

報告書データベース作成のため

研究のため

研究のため

研究のため

研究のため

論文作成のため

放送大学レポート作成のため

新聞掲載のため

研究のため

卒業研究のため

研究のため
ﾄ■●旬■●■○句■q■与■ゆ■｡⑦■●旬■①■●ｑＭ●◆9｡◆●●●◆●●●●◆●●d

研究のため

研究のための資料調査

施設見学

研究のための資料調査

施設見学

施設見学

施設見学

研究のための資料調査

文献検索

見学

借用

見学

文献検索

埋蔵文化財デー

ﾀ照会

文献検索

データ提供

データ提供

データ提供

文献複写
■ ● ■ ■ ■ ■ ● ■ ｡ ■ ● ● ■ ｡ ■ ● ■ ● ■ ■ ● ■ ● ■ ｡ ■ ■ ● ■ ● ■ 色 ■ ■ e

文献複写

データ画像の転

載

写真撮影・試料

提供
DqpeG◆ｇ◆Ｏ●q●◆｡◆｡◆◆

実測

閲覧

図書閲覧

熟覧・写真撮影

見学

実測・写真撮影

群
一
群
》
瀞
》
瀬

埋蔵文化財調査室所蔵の報告書

文京遺跡１０次調査出土弥生土器８点

埋蔵文化財調査室所蔵の雑誌

埋蔵文化財調査室の刊行している調査

報告書

埋蔵文化財調査室所蔵の報告書

文京遺跡の弥生時代調査成果データ
◆ｑＧ◆qpO●◆4●◆●◆◆●◆●●◆●●dも◆ｄ○◆●◆｡●P●●◆●●｡●◆●●◆●◆｡●◆●◆●●◆ｅ守◆●◆｡●g●●守口●●□◆■◆■■●■旬■b◆■わ■●ウ■■◆■●ご■ぜ■｡●b●■●●■。■■｡■●■■●■●■■●■●●■●■b■■｡■■■■●■■●■●■■●■■'

文京遺跡の弥生時代調査成果データ

,…….………….､…..……..…….....….…........……..………....…….……….品.……...…………..………....……..….…..……

文京遺跡出土の弥生時代石器製作関連

資料

埋蔵文化財調査室収蔵雑誌

文京遺跡シンポジウム資料集

文京遺跡ＷＥＢ用の画像データ

文京遺跡11.21次調査出土の縄文土器、

土壌サンプル

埋蔵文化財調査室保管の須恵器
l■Ｍ●●●●●●◆G●Ｍ●q●●e●◆●●●ｑ●●●｡●●●●●｡●◆●■･■●●●◆●●q●◆●Ｍ●Ｍ●◆qpG●◆●●◆●◆●●◆●◆●●○●ＣＱ●◆●Ｍ■岳q●◆●◆●●●●●｡●●●pege●●◆●◆q●●●◆q●◆●◆●●◆●◆4

文京遺跡の弥生時代調査データ

文京遺跡の既往調査の調査報告書

文京遺跡出土の土器焼成失敗品

文京遺跡出土の分銅形士製品

文京遺跡18次調査出土遺物
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図３東長戸団地における２００５年度調査地点位置図（縮尺１／1,500）
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図４重信団地における2005年度調査地点位置図（縮尺1/3,000）
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Ⅱ2005年度実施の発掘調査

Ⅱ2005年度実施の発掘調査

2005年度には、工事によって埋蔵文化財に影響が及

ぶと判断した１５件の発掘調査を実施した｡団地別には、

城北団地１１件、樽味団地１件、重信団地１件、東長戸

団地２件である（図１～４)。

この中で、00502～00515調査は、営繕工事や小規模

な改修工事に伴う調査である。ところが、00501調査

では、調査を始めると、弥生時代～古墳時代の遺構と

遺物を包含する城北団地全域での基本層序Ⅲ層がかな

り浅い深度であらわれ、工事でⅢ層が削られることが

判明した。そこで、急遼、調査計画を変更し、工事対

象地域の全域を調査することとなった。

また、城北団地で実施した00508.00510.00512.

00515調査は、法文学部周辺の環境整備に伴う調査で

ある。法文学部周辺は、法文学部本館西側にグリーン

ゾーンが設定されるなど、文京遺跡の中においても、

特に濃密に埋蔵文化財の存在する地区である。そのた

め、計画当初から施設基盤部と協議を行い、各工事内

容（地点・深度）について埋蔵文化財へ影響が及ばな

いよう工法の調整を行った。その結果、掘削工事１２件

中、９件は埋蔵文化財に影響の及ばない位置あるいは

深度に工事計画を変更できた｡以外の工事については、

必要に応じて試掘調査や立会調査を実施した。

OO501（城北団地）生物環境試料バンク改修工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

78.5㎡

2005年６月21日～７月７日

事前調査

田崎博之・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

（平成１７年６月９日）

ｌ調査にいたる経緯

2005年３月16日、施設基盤部施設整備課から埋蔵文

化財調査室に、城北団地の旧総合‘情報処理センターを

生物環境試料バンクに改修する工事計画について報告

があった。施設基盤部とともに、できるだけ埋蔵文化

財に影響が及ばないように協議を進め、

①雨水管路の工事と樹木の抜根に際しては発掘調査

が必要であること

②大型機械設備のための基礎設置工事範囲について

は、弥生時代～古墳時代の遺構と遺物を包含する

城北団地の基本層序Ⅲ層までが浅く、工事計画の

詳細を提示すること

③再度の協議を行うこと

１１

を確認した。

工事の最終的な計画の決定後、５月24日に、再度の

協議を行った。大型機械設備のための基礎設置工事範

囲は全面的に地表下30cmまで掘削する計画が提示され

た。しかし、既往の調査成果から、地表下30cmまでの

掘削計画ではⅢ層の一部を破壊する可能性がある。そ

こで、６月３日に再度の協議を行い、大型機械設備の

ための基礎設置工事範囲は、全域で造成土層を掘り下

げ、土層の堆積状況を把握した上で、工事に対応する

こと、６月21日から10日間の発掘調査を実施すること

を確認した。

６月21日から発掘調査に着手したが、大型機械設備

のための基礎設置工事範囲では、地表下30cmに満たな

い深度でⅢ層上面があらわれた。また、後述するよう

に、Ⅳ層を切り込む土壌と考えられる縄文時代の遺構

を建物余掘り壁面で確認できた。そこで、現地で施設

整備課と協議を行い、工事対象範囲の全域でⅢ層を発

掘調査し、Ⅳ層については盛土を行うことで保存する

こととした。

２調査の記録(表６、図５～９，写真３～１０）

今回の調査地点である旧情報処理センターは、城北
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団地の南東部、法文学部講義棟南東側に位置する（図

５)。周辺の既往調査は、ごく小規模な試掘・立会調

査ばかりであるが、比較的良好な状態でⅢ層が遣存し

ていることが把握されていた。今回の調査では、前述

したように、結果的に雨水管路を含めて旧'情報処理セ

ンター建物東側の大型機械設備の基礎部分の全域を調

査することとなった。

（１）層序（図６．９、写真10）

調査にあたっては、まず重機で造成土層を除去する

とともに、旧情報処理センター建物の余掘り範囲を確

認し、その壁面で以下のＩ～Ⅳ層の堆積状況を観察し

た（図６)。

Ｉ層は造成士層。

Ⅱ層は、城北団地全域の基本層序Ⅱ層に対応する城

北団地造成前の近世～近代の水田層である。その下層

では、Ⅲ層との間に砂喋層が調査区全面にひろがる。

砂喋層はラミナが発達し、北東から南西に向かって流

れた洪水堆積物である。そこで、水田層をⅡ‐１層、

下層の砂喋層をⅡ‐２層とした。このⅡ‐２層とⅢ層

の層界部から、中世以降の土師器皿の破片が１点出士

している。したがって、Ⅱ‐２層の堆積時期は中世以

降と考えられる。

Ⅲ層は、城北団地全域の基本層序Ⅲ層に対応する弥

生時代～古墳時代の遺構と遺物の包含層である。今回

の調査地点のⅢ層は、砂喋混じりの暗褐色シルト士層

で、Ⅱ１．Ⅲ２層に分層できる。Ⅲ‐１層はⅢ層

でも上半部にあたり、土壌化がかなり進み、撹枠され

ている。Ⅲ層の下半部がⅢ‐２層で、部分的にシルト

や微細砂のラミナ層がみられる。周囲の相対的に高い

地点から流れ込む雨水によって堆積した士層と考えら

れる。Ⅲ‐１．Ⅲ‐２層の層界は漸移的で、Ⅲ‐１層

はⅢ‐２層が土壌化し、撹枠をうけた上層と考えられ

る。Ⅲ層からは、遺物が調査区全域で散漫に出土して

いる。古墳後期の須恵器坪や、弥生中期後葉～後期の

壷や婆の破片がある。しかし、いずれも小片化・細片

化しており、表面の摩滅も著しい。

Ⅳ層は、城北団地全域の基本層序Ⅳ層に対応する縄

文時代の遺構と遺物の包含層である。調査区西半部の

旧‘情報処理センター建物の余掘り壁面で堆積状況を確

認した。Ⅳ‐１～Ⅳ‐７層で構成される。

Ⅳ‐１層は、Ⅲ層との漸移層である。暗褐色の部分

的に土壌化した砂質士層である。余掘り壁面のⅣ‐１

1３

Ⅱ2005年度実施の発掘調査

層中位で土器片が出土した。しかし､弥生土器であり、

生物擾乱等でⅣ‐ｌ層に混じり込んだ遺物である。

Ⅳ‐２層は、余掘り壁の南半部で確認した。にぶい

黄褐色砂質シルトで、径0.5～１ｍの角喋が多く混じ

り、下部ほどその量が多い。南北幅約1.1ｍで、急角

度に立ち上がる。下層のⅣ‐３．４層を掘り込んだ遺

構の埋土部分と考えた。Ⅳ‐２層の南側下底面近くか

ら、縄文後期と考えられる深鉢の胴部破片が出土した

(写真10)。外面には幅５mmの条痕が残り、内面は丁寧

にナデ仕上げされている（図９－１２)。

Ⅳ‐３層は黄褐色粘質シルト層。調査区の中央部～

北半部に広がり、北に向かって次第に厚くなる。Ⅳ‐

４層は、砂喋混じりの褐色粘質シルト層で、調査区全

域に広がるが、北半部がやや厚くなる。Ⅳ‐５層は、

暗褐色シルト質砂層で、径３～５ｍの亜角牒が多く混

じる。Ⅳ‐６層は褐色砂層で、径５ｍ前後の円喋が多

く混じる。調査区の中央と南端でブロック状にみられ

る。Ⅳ‐７層は灰黄褐色砂層で、径３～１０ｍの篠がま

ばらに混じる。調査区の南端で、北に向かって落ち込

む。以上、Ⅳ‐３～Ⅳ‐７層は調査区の南から北に向

かって堆積している。

（２）出土遺構と遺物

調査区の南半部を中心として、竪穴式住居跡２棟

(SC-33.41)､溝３条（SD-32.35.42)､土壌２基（SK-40.

48）等が出土した（図６，表６)。ただし、８～１０号

遺構は欠番である。これらの遺構の埋土をみると、以

下の３種に区分できる。

埋土ａ：灰白色砂喋を主体とする。

埋土ｂ：砂喋が多く混じる暗褐色シルトで、にぶい

黄褐色シルト小塊が含まれる。

埋土ｃ：砂喋混じりの黒褐色シルトを主体とする。

埋土ａの遺構は、埋土ｂ・ｃの遺構を切り、質はⅡ‐

２層の砂喋層と共通する。Ⅱ‐２層は中世以降に堆積

した洪水層と考えられるので、埋土ａの遺構は中世以

降に比定できる。埋土ｂ・ｃの遺構は、にぶい黄褐色

シルト小塊が含まれるか否かでの区分である。出土遺

物は弥生時代の遺物ばかりで、古墳後期の須恵器など

は含まれない。弥生時代の遺構と考えられる。

１）竪穴式住居跡（図７．９）

調査区南端部で、ＳC－３３．４１の２棟の竪穴式住居跡

が出土した。

SC-33調査区南端部で出土した。Ⅲ層を掘り下げ
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表６００５０１調査出土遺構一覧

遺構

種別 番号
調査区 遺構の特徴 埋土の特徴 出土遺物 時期

SＰ １ BZ-21 Ⅲ層上面で確認。余掘り部分で半分を欠く。 埋土ｃ
黒褐色砂質土で、径0.5ｍｍ前後の角喋が多
<混じる。

埋土上部から弥生土器の胴

部小片２点出土。
弥生

SＰ ２ BZ-21 Ⅲ層上面で確認。浅めの小穴０ 埋土ａ
やや黄灰色みをおびた暗褐色砂質土で、砂磯

が多く混じる。

埋土中から弥生土器の胴部

細片３点出土。
中世以降

SＰ ３ BZ-20 Ⅲ層上面で確認。 埋土ｃ
暗褐色砂質シルトで、砂喋が非常に多く混じ
る◎

埋土中から弥生土器の胴部

小片６点出土。
弥生

SＰ ４ BＹ-２０．２１
Ⅲ層上面で確認。非常に浅くⅢ層上面の自然

の窪み状。
埋土ａ

やや黄色みをおびた灰色粗砂で、暗褐色砂質

土が混じる。

底面近くから弥生土器の胴

部小片１点出土。
中世以降

SＰ ５ ＢＹ－２１ 非常に浅くⅢ層上面の自然の窪み状。 埋土ａ 中世以降

SＰ ６ BY-21 非常に浅くⅢ層上面の自然の窪み状。 埋土ａ
黄褐色シルトと暗褐色砂質土が混合する。粗

砂・操が多く混じる。
中世以降

SＰ ７ ＢＹ－２１ 非常に浅くⅢ層上面の自然の窪み状。 埋土ａ 灰色の粗砂に暗褐色シルトが少量混じる。
埋土中から弥生土器の胴部

小片１点出土。
中世以降

８～１０ 欠番

SＰ 1１ ＢＹ２１ Ⅳ層上面で確認。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 1２ ＢＹ－２１ 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 1３ BY-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 1４ ＢＹＬ２１ 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 1５ BY-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 1６ BY-21 埋土ｂ
暗褐色砂質シルト｡砂喋が非常に多く混じる。

にぶい黄褐色シルト塊あり。
弥生

SＰ １７ ＢＹ－２１ 埋土ｂ
暗褐色砂質シルト｡砂喋が非常に多く混じる。
にぶい黄褐色シルト塊あり。

弥生

SＰ 1８ BY-21 埋土ｂ
暗褐色砂質シルト｡砂喋が非常に多く混じる。

にぶい黄褐色シルト塊あり。

埋土中から弥生土器の胴部

小片が２点出土。
弥生

SＰ 1９ BZ-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2０ BZ-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2１ BZ-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2２ BZ-21 埋土ｂ
暗褐色砂質シルト｡砂喋が非常に多く混じる。
にぶい黄褐色シルト塊あり。

弥生

SＰ 2３ BZ､2１ 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2４ BZ-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2５ BZ-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2６ BZ-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2７ BZ-21 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2８ ＢＺ２１ 非常に浅く自然の窪みに近い。 埋土ａ 灰白色砂喋。 中世以降

SＰ 2９ BZ-21 埋土ｂ
暗褐色砂質シルト｡砂喋が非常に多く混じる。

にぶい黄褐色シルト塊あり。
弥生

SＰ 3０ BZ-21 埋土ｂ：
○

暗褐色砂質シルト｡砂喋が非常に多く混じる。
にぶい黄褐色シルト塊あり。

弥生

SＰ 3１ BZ-22 埋土ｂ
暗褐色砂質シルト｡砂喋が非常に多く混じる。
にぶい黄褐色シルト塊あり。

弥生

SＤ 3２ BY-21､ＢＺ-20.21 本文で報告◎ 中世以降

SＣ 3３ ＢＹ・BZ-21 本文で報告。
弥生後期中葉～

古墳前期

■

ＳＰｉ３４
■

BZ-21 SC-33の上面で検出。 埋土ｂ
暗褐色砂質シルト｡砂喋が非常に多く混じる。
にぶい黄褐色シルト塊あり。

弥生

SＤ 3５ ＢＹ・BZ-21 本文で報告◎ 弥生後期前葉

SＰ 3６ BY-21 立柱痕跡あり。
■

埋土ｃ：
砂喋が多く混じる暗褐色シルトで、にぶい黄
褐色シルト小塊が含まれる。

弥生

SＰ 3７ BY-21 埋土ｃ
:砂喋が多く混じる暗褐色シルトで、
;褐色シルト小塊が含まれる。

にぶい黄
弥生

SＰ 3８ BZ-22 埋土ｃ 少量の砂喋が混じる黒褐色シルト。 弥生

SＰ

SＫ

3９

4０

ＢＹ－２１

BZ-21

岨､勝ｼﾙﾄで､黄褐色ｼﾙﾄ小蕊が多く混SC-33に切られる。
p■｡■句｡■ＣＣＰ■■■●●■●口令■■｡①●●◆●も●be勺◆●◆●●◆●◆q◆q◆●●◆｡~･◆●･Ｇ凸■●専一●ー■…■の■■ゅ■●－－－■■＝･■｡＝■｡■●■■●■●■●■｡■bい■■■ひ■●■●●守■ゥ。｡■●O●●●｡◆●■◆ｐ神◆ｑ◆■っ◆ＤＣＣ●●●ｄＯＯ心●●“っ●勺‐＝●●画●■｡ー■●■●ー■●。■●■■■●■●■｡■｡■●■■■■■■ご■●●●■色｡｡ご■~、●●●ゆ守g●拝●■つ●●q甲◆■“｡●■･◆●“＝●Ｃｑ凸p‐専一…ー国●ー ●■③■●■b●■●面一■■●●■合■●□◆■包む●●●■●■●■●●●令●も◆句◆Ｉ

SC-33に伴う土壊。本文で報告。

埋土中から弥生土器の胴部

小片が１点出土。
弥生

弥生後期中葉～

古墳前期

SＣ ４１ BZ-20 本文で報告。 弥生中期後葉

SＤ 4２ ＢＹ､20.21､BZ-20 本文で報告。 弥生中期後葉

SＰ

SＰ

4３

4４

BZ-23

BZ-21

Ⅳ層上面で確認。

SC-33床面で検出。ＳＣ３３の柱穴か。後世の
小穴に切られる。

》
●
。
■
◆
●
申
■
■
◆
●
凸
守
●
◆
●
◆
ご
●
》
●
心
●
◆
●
●
●
●
●
。
■
ｅ
ｐ
０
■
●
■
●鴬礁慧識蝋'-－－

弥生

弥生後期中葉～

古墳前期

ＳＰ
● ① q ■ p ● ● ａ

ＳＰ

4５ BY-23
》
◆
●
◆
●
◆
■

４６；BY-23

Ⅳ層上面で確認。：埋土ｃ

…一－－－－－－…;一蹴Ⅳ層上面で確認。 輪謬緬……'-----
；砂喋混じりの黒褐色シルト。

；褐色シルト小塊が多く混じる。

弥生

弥生

SＰ 4７ ＢＹと2３ Ⅳ層上面で確認。 埋土ｂ
;少壁の砂喋が混じる暗褐色シルト。
;褐色シルト小塊が多く混じる。

にぶい黄
弥生

SＤ 4８ BZ-21 本文で報告。
弥生

SＰ 4９ BY-21 SC-33を切る。 埋土ａ 灰褐色砂質土。 中世以降
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00501調査遺構配置および土層断面図(縮尺1/50)図6
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Ⅱ２００５年度実施の発掘調査

、～一一一

以上、SC-33からは、弥生時代の遺物ばかりが出土

している。しかし、これまで文京遺跡で出土した弥生

中期～後期前葉の竪穴式住居跡には、一辺５ｍほどの

隅丸方形の住居跡はない。弥生後期前葉に比定できる

SD-35を切っていることから、弥生後期中葉～古墳前

期の時間幅で、SC-33の時期を考えておく。

SG41SC-33を精査中に、調査区南端部の壁際が

SC-33の床面よりも８cmほど低いことに気がついた。

調査区南壁の土層を確認したところ、SC-33の埋土の

下に砂牒が多く混じる暗褐色シルトを確認できた。に

ぶい黄褐色シルト小塊が混じる。この土層の底面は

ほぼ平坦であり、竪穴式住居跡の埋土部分と判断し、

SC-41とした。しかし、既設管路による撹乱溝を挟ん

だ北側では、褐色砂質土層はみられず、東側も上層か

ら掘り込まれたSD-32で破壊され、SC-41の形状や規

模は不明である。

一三フジ･ざグゴテ云云一一一,,一一竺ｒ‘‘一 アスファルト

外面は荒れが進み、調整不明。
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ると、Ⅳ層を掘り込む、緩やかにカーブする掘り形を

確認できた。掘り形内部の底面はほぼ平坦であり、隅

丸方形の住居跡と考えた。調査区内で南側の掘り形を

確認できなかったので、一辺５ｍほどの規模が推定さ

れる（図７)。ＳD－３５．４２を切る。埋土は暗褐色砂質

シルトに砂牒が非常に多く混じり、どの部分も均一で

ある。後述するように、SK-40はSC-33に伴う土壌と

考えられ、床面で確認できた小穴の中で、位置関係か

らSP-44が柱穴である可能性が考えられる。

埋土中や床面近くから散漫に遺物が出土している。

弥生中期後葉の蕊（図９‐１）や壷の口縁部破片、弥

生後期前葉の蕊の口縁部破片、弥生土器の胴部小片、

脚付き鉢と考えられる破片（図９‐２)、サヌカイト石

片などがある。図９‐１は、口縁部が「く」字形に屈

曲する口縁部の小片である。口縁屈曲部には刷毛目調

整が残り、煤が付着する。２の脚部内面には指頭痕が

不明瞭ながら残る。身部の内面は丁寧なナデ仕上げ。

図700501調査SC-33遺構実測図（縮尺1/50）
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１７言~ーヨＳＤ－３５・SK-48埋土

28.70ｍ－ＳＫ－４８

ファルト

9.00ｍ

1６

１

－ －－－－
－

－更

２ｍ、

~～

１

SC-41の埋土部分と考えられる土層からは、弥生土

器の胴部小片が出土｡弥生中期後葉の壷の口頚破片(図

９‐３）がある。口縁部に粘土を貼り付けて肥厚させ、

口縁端面に波板状の凹線文を３条巡らす。

以上の出土遺物と切り合い関係から、SC-41は弥生

－－W=壷璽"‘”
２９．００ｍ一一 Ｉ

②①－２８．８０IT1

目

堂テｰ'一響警計－

－画一一、

ＳＰ画４５

、蕊

中期後葉の住居跡と考えておく。

２）溝（図８．９、写真８．９）

ＳD－３２．３５．４２の３条の溝が出土した。いずれも調

査区の南端に位置する（図８)。

SD-32調査区南端で出土した南東から北西に向

④③

の
ロ
‐
や
い
値
什

図800501調査ＳＤ－３２．３５．４２、ＳＰ－３６．３７．４５遺構実測図（縮尺1/50）
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Ⅱ2005年度実施の発掘調査

〔SC-33〕 〔SD-35〕

４～６:①層、７～１０:②層、１１：③～④層

９

グー言二７

=＝＝二二苓農

〔余掘り壁面Ⅳ－２層〕
６１

．
“
言

碕
剛
認

Ｇ
一
一

涙

埋土上部の①層から出土した遺物には、弥生中期後葉

～後期前葉の壷や蕊の小片、花満岩の肩平な亜円喋を

利用した砥石がある（図９‐４～６)。４～６は蕊。４

は、口縁屈曲部に粘土を貼り付け、爪で刻目を密に施

す。口縁端部を上方に摘み上げる。５は、口縁端部を

上方に折り曲げ､端面に沈線状の凹線文を２条巡らす。

６は、「く」字形口縁で、口縁端面に２条の擬似凹線

文を巡らす。胴部の外面は刷毛目調整、内面はへう状

工具でケズリに近い非常に強い掻き上げ調整を施す。

４．５は弥生中期後葉、６は弥生後期初頭～後期前葉

に比定できる。

埋土中～下部の②～④層の砂喋層からは、比較的大

形の土器片が出土。壷や大型脚台付き鉢など、弥生中

期後葉～後期前葉の遺物が出土している（図９‐７～

11)。７は、「く」字形口縁の蕊。口縁端面に２条の擬

似凹線文を巡らす。８は、口縁端部を拡張させ、端面

に４条の波板状の凹線文を巡らす。口縁部周辺は横ナ

デし、頚部外面には刷毛目調整、内面には指頭圧痕が

残る。９は、複合口縁の壷である。内外面ともにナデ

仕上げ。複合口縁内面にIまへラ状工具で接合部を押さ

え付けた痕跡が残る。１０は壷の底部破片。１１は、大型

脚台付き鉢である。口縁下に先端が丸い棒状工具で沈

かってのびる溝である。Ⅲ層上面で検出した。幅１～

1.15ｍ，検出面からの深さは５～１０cmを測る。細かく

蛇行し、溝底にはかなりの凹凸がある。埋土は、灰黄

褐色の砂喋層で、粗砂・小喋が多く混じり、暗褐色砂

質シルトやにぶい黄褐色シルトの親指先大の小塊が非

常に多く含まれる。

SD-32では、埋土中から弥生土器の胴部小片が８点

出土しているが、埋土はⅡ‐２層と共通するので、中

世以降の溝と考えた。

SD-35調査区南端に位置する東西方向にのびる溝

である。SC-33の床面で確認できた。SC-33に切られる

溝である。幅1.2～1.37ｍ，深さ27cm前後を測る。溝の

南半部は低いテラス状となる。埋積状況を調査区東壁

面で観察した。埋土は大きく上部と中～下部に区分で

きる。埋土上部である①層は、暗褐色シルト層で、部

分的に粗砂・細砂の薄いラミナ層がみられる。中～下

部は灰色系の砂喋層で、②～④層に分層できる。②層

は小喋・粗砂のラミナが互層堆積する。③層は粗砂と

細砂のラミナが互層堆積する。④層は小喋・粗砂のラ

ミナが互層堆積する。②～④の埋積状況から、SD-35

には旺盛な流水があったことが推定できる。

SD-35からは、比較的多くの遺物が出土している。

図900501調査出土遺物実測図（縮尺1～１１：１/４，１２．１３：１/3）
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写真300501調査区全景（調査前、北東から） 写真400501調査区中央～南半部のⅢ層上面検出

状況（西から．）

線文を巡らし、その下方に短斜線文をへう状工具で施

文する。また、口縁端面と体部中央屈曲部の突帯Iこも

へう状工具で細い斜線文を施す。体部内面Iこはへう状

工具によるナデ痕跡、屈曲部には刷毛目工具を押さえ

付けた痕跡が部分的に残る。

以上の出土遺物から、SD-35は弥生後期前葉の溝と

判断できる。

SD-42SC-33床面で検出した溝である｡SD35とは、

１～２ｍほどの間隔をあけて、ほぼ平行して東西にの

びる。埋土は砂喋混じりの暗褐色砂質土である。調査

区南壁の土層を観察すると、ＳＤ４２と同質の土層堆積

がSC-41下層にみられる。SD-42の南肩は調査区外に

あるものと判断した。溝幅は1.7ｍ以上となる。

SD-42の溝は、それほど深くなく、北肩沿いに一段

深くなっている部分でも、深さ８～12cmである。

埋土中からは、弥生土器の胴部小片３点、石庖丁

1８

蕊=雲亀鑑識議蕊灘議譲議識蕊
f惑熟龍…蕊遥密"…電電

繍瀞

:懸溌
Ｉ

。鼠
夢講鰹､雪

:雲零轄鍵蕊灘蕊

麓：鞠卿

索議意､謹堂蕊 蕊瀞蕊騒

写真500501調査区南半部のⅣ層卜面遺構検出状

況（北から）

写真600501調査区中央～南半部完掘状況(西から）

盈

》

蕪
ｕ
・

鞍

破片１点（図9-13）が出土している。１３は、両刃の

磨製石庖丁。片岩製で、側部に挟りを入れている。

SD-35とほぼ平行していることから、同時期の溝と考

えた。

３）土墳（図８）

ＳK－４０．４８が出土した。このうち、SK-48はSD-35と

一連の遺構で、SD-35に伴う給排水の施設と考えられ

る（図８)。

SK-40調査区南端に位置する。SC-33床面で検出

した。SD-35を切る。一部を建物建設時の余掘りで破

壊されているが、長径1.2ｍ、短径0.88ｍ、深さ１２cmほ

どの隅丸方形の土壌である。暗褐色の砂質土やシルト

質土で埋まる。埋土中から弥生土器の胴部小片が７点

出土した。SC-33の床面中央部のやや北西寄りに位置

し、遺構の軸方向がSC-33とほぼ一致することから、

SC-33に伴う土壌と考えた。

J(。

滅鵡Ｉ



写真700501調査区南半部遺構完掘状況（北から）

写真900501調査SD-42±層断面・石庖丁出土状況

SK-48SD-35の南側に連結する不整形の土壌であ

る。長径1.3ｍを測り、SD-35とつながる北半部は細長

く深さ13cm,南半部は不整な楕円形で深さ36cmを測る。

埋土上部は、目の細かい砂層、下部は粗砂・小喋が堆

積し、いずれにも薄いラミナ層がみられる。埋積状況

は、SD-35下部と共通するので、SD-35に伴う遺構と

考えた。埋土下部の砂篠層から弥生土器の胴部小片が

２点出土している。

４）その他（図８、表６）

以上の遺構に加えて、立柱痕跡をもつ柱穴などが出

土している。調査区中央部のSP-36と、北部に位置す

るSP-45では、立柱痕跡を確認できた。しかし、これ

らと掘立柱建物や柵列などを構成する小穴は確認でき

ていない。また、ＳP－２．４～７．１３～15は、Ⅲ層上

面で検出した小穴であるが、非常に浅くⅢ層上面の自

１９

Ⅱ２００５年度実施の発掘調査
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写真800501調査SD-35±層断面（西から）

写真1000501調査余掘り壁面のⅣ‐２層と縄文土器

出土状況

然の窪み状である可能性が高い。以外の小穴について

は、遺構一覧を参照されたい（表６)。

３調査のまとめ

今回の調査では、調査区南半部で集中して弥生時代

の竪穴式住居跡・溝などが出土した。とくに、最下層

で確認できたSD-35では、旺盛な流水痕跡が確認でき

るとともに、SK-48を付属させている。時期的には弥

生後期前葉に比定できる。しかし、こうした旺盛な流

水痕跡を残す溝は、これまで文京遺跡で発見されてい

る弥生中期後葉～後期の溝では特異である。SD-35・

SK-48に平行してのびるSD-42も含めて、周辺に水田

や畠が営まれていた可能性を考えておきたい。（田|||奇）



OO502（城北団地）基幹整備（舗装等）工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

38.6㎡

2005年８月24日～26日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成１７年７月７日）

１調査にいたる経緯

今年度は、城北団地の基幹整備事業として、構内各

所で駐輪場や休憩所などの整備が計画されている。そ

の中で、まず、

①教育学部２．３号館と教育学部４号館の間の駐輪

場

②附属図書館と共通教育講義棟の間の休息所

の整備計画が、埋蔵文化財調査室に提示された。施設

基盤部と協議し、①については、掘削深度を浅くとる

ことで、埋蔵文化財に影響が及ばないように工事計画

を変更することとなった。一方、②については、周辺

の既往調査(99405,00305-4.5)の成果から､現地表(道

路舗装面）下90cm前後で、遺物包含層である城北団地

基本層序のⅢ層、あるいは旧河川内の堆積層が現われ

ることが考えられたので、１ｍ前後の掘削を計画して

いる４ヶ所について発掘調査を実施することとし、調

査期間などの調整を進めた。

２調査の記録(図１０～13、写真１１～18）

調査地点は、附属図書館と共通教育講義棟に挟まれ

た地点の計４ヶ所である。調査順に東側から１～４ト

レンチとした（図10、写真１１．１２)。１．３トレンチ

では植栽に伴う150cm四方の深度lOOcmの掘削、２．４

トレンチではシェルター基礎設置に伴う300cm四方の

深度95cmの掘削が計画されている。

2０

（１）１トレンチ（図11、写真１３）

発掘調査を開始し、造成土のＩ層を掘り下げていく

と、トレンチ北半部で東西方向に走る管路があらわれ

た。施設基盤部と協議したところ、管路の一部につい

ては撤去できないことがわかり、工事計画範囲を南側

にずらすこととなった。その結果、調査範囲は、北側

を除いて、南北約２ｍ，東西約4.5ｍの範囲となった。

表土層のＩ層の下層、標高28.40ｍ以下に、城北団

地基本層序のⅡ層があらわれた。以下27.96ｍまで掘

り下げたが、同様の土層が続く。このⅡ層は、Ⅱ‐①

～Ⅱ‐⑥層に分層できる。Ⅱ‐①層は黄褐色砂質土で、

しまりはやや弱い。Ⅱ‐②層は黄褐色砂質土。Ⅱ‐③

層は、にぶい黄褐色粘質士で、１ｍ前後の砂粒を含み、

粘‘性．しまりがあり、鉄分の沈着が著しい。ただし、

トレンチ内でも北側に偏り､南壁西寄りではみられず、

Ⅱ‐④層上面に鉄分が沈着する。Ⅱ‐④層は暗灰黄砂

質土。Ⅱ‐⑤層は、にぶい黄色粘質士で、粘’性．しま

りがある。Ⅱ‐⑥層は暗灰黄色砂質士。

１トレンチでは、造成土のＩ層に含まれる撹乱部か

ら中世土師器細片・近現代陶磁器片が出土したにすぎ

ない。Ⅱ層からの出土遺物はない。

（２）２トレンチ（図１１、写真14）

１トレンチの南西側に位置する。約３ｍ四方の調査

区である。造成土のＩ層を除去すると、水田層のⅡ層

があらわれ、標高28.15ｍまで続く。Ⅱ層では、１ト

レンチのⅡ‐①～Ⅱ‐④層と対応する士層を確認でき

た。ただし、Ⅱ‐③層は部分的にしかひろがらない。

Ｉ層の撹乱土中から、中世の土師器細片が出土した

のみである。

（３）３トレンチ（図11、写真１５）

１トレンチの西側に位置する。南北約２ｍ，東西約

3.2ｍを測る調査区である。造成土のＩ層を掘り下げ

ると、建物のコンクリート基礎があらわれた。その下

部では、標高28.00ｍまで水田層のⅡ層が続く。Ⅱ層

では、１トレンチのⅡ‐①．②．④．⑤層と対応する

土層を確認できた。

３トレンチからの出土遺物はない。
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2１

cmの造成土のＩ層の下層は水田層となる。トレンチの

西壁沿いに深掘り部分を帯状に設定して、より下層の

堆積土層を確認した。

４トレンチでも、１トレンチのⅡ‐①～Ⅱ‐⑥層に
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図1000502.00503調査地点位置図（縮尺1/1,000）

（４）４トレンチ（図１１．１２、写真16～１８）

３トレンチの西側に位置する。北側がやや不整形な

約３ｍ四方の調査区である。トレンチ北半部では、３

トレンチと同様に建物基礎があらわれた。厚さ50～8０
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[2トレンチ東壁士層断面図］
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[1トレンチ東壁土層断面図］

に回転へラ切り離しの痕跡が認められる。図化できな

かったもう１点は、回転糸切り離し痕をもつ底部小片

である。また、Ⅱ‐⑤～Ⅱ‐⑦層の掘り下げ中に出土

した遺物として、弥生土器・須恵器・土師器・土師質

土器･鉄津がある。しかし､いずれも小片や細片である。

このうち、図12-1は須恵器で、古墳後期後半の坪身

の受け部破片である。短い受部を辛うじて残し、口縁

部を欠く。立ち上がりは比較的高いようで、底部回転

へラケズリの範囲も広い。図12-4は鉄津で、表面の

凹凸や空隙はあまり顕著でない。現重量13.69。他に、

造成土Ｉ層の撹乱土層から、須恵器・土師器の細片が

出土し、１点が図12-2である。須恵器坪で底部は台

状である。古代以降に位置づけておきたい。

図1100502調査１～４

1.②

－ －

1-⑥

１０cｍ

1-⑥

Ⅱ ．⑦一

Ｉ「‐一一一一一ﾉーヲー27.50ｍ
一ここ牙Ⅱ⑥ Ⅱ‐⑨

トレンチ士層断面図（縮尺1/50）

図1200502調査出土遺物実測図（縮尺1/３，１/2）

対応する土層を確認できた。ただし、Ⅱ‐③層は部分

的にしか広がらない。Ⅱ‐⑥層は、厚さ約20cmである

ことが把握できた。１トレンチで確認したⅡ‐⑥層よ

りもしまりがある。また、上面に薄く鉄分が沈着する

とともに、層中にも明確ではないが、鉄分の沈着が水

平に幾筋か認められる。その下層は、厚さ15～25cmの

Ⅱ‐⑦層となる。暗灰黄色砂質士で、砂質が強い。Ⅱ

-⑦層の下層では、Ⅱ‐⑧層とⅡ‐⑨層を部分的に確認

できた。Ⅱ‐⑧層は黄褐色砂質土で､砂質がやや強く、

しまりはやや弱い。Ⅱ‐⑨層は、２ｍ以下の砂粒から

なる黄灰色砂層。部分的な恢入の可能性もある。

４トレンチからは、Ⅱ層の時期を推定できる遺物が

出土している（図12)。Ⅱ‐④層の出土遺物には、中

世土師器の細片と備前焼播鉢の破片がある。Ⅱ‐⑤層

からは、古代から中世の土師器２点が出土し、うち

１点が図12-3である。遣存状態は良くないが、底面

－
４
．
ｍ

ｌ
鞠
一
騨
唖
一

ハ

騨０

＜三二二三）

３調査のまとめ

これまでの調査成果からは､城北団地の北半部では、

東から西へ流れる自然流路が埋没して谷状の窪地が形

成され、さらに埋積され比較的平坦な地形面が形成さ

れていく過程が捉えられている。今回の調査地点は、

その谷状の窪地の南側の肩部付近に位置する。調査で

は、城北団地基本層序のⅡ層にあたる水田層があらわ

れ、調査地点一帯は谷状の窪地内にあることを確認で

きた。しかも、Ⅱ層は厚く、水田層が累積している状

況を確認できた。Ⅱ‐①.Ⅱ‐②層は、層序関係から、

城北団地西半部の文京遺跡１８次調査Ａ区のⅡ‐１層に

＝二7二五三三三舎≧
２

々
/

３



写真1100502調査地点（南西から）

写真1300502調査１トレンチ（北西から）

写真1500502調査３トレンチ（北西から）

写真1700502調査４トレンチ西壁断割土層(東から）

2３

Ⅱ２００５年度実施の発掘調査

狸
・韻＃

写真1200502調査地点（西から）

写真1400502調査２トレンチ（北西から）

写真1600502調査４トレンチ（北西から）

写真1800502調査４トレンチ西壁南端断割土居（北
東から）
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図1300502.00503調査周辺のⅡ層の堆積状況（縮尺1/300,1/50）

共通教育講義棟

要瞳両駆橿副尋

北団地の基本層序Ⅳ層のにぶい黄褐色シルトが認めら

れ、Ⅱ‐⑥層は谷状の窪地内に営まれた水田層と考え

られる（図13)。こうした水田が営まれた地形環境の

点から言っても、とくにⅡ‐⑥層は中世以前に遡る水

田層である可能性が高い。

なお、Ⅱ‐⑦層以下の土層は、Ⅱ層の中に含めて報

告したが、いずれも砂質が強い。自然流路の最上層部

分にあたる堆積物である可能性が高い。

以上、中世以前に遡る水田層としては、Ⅱ‐⑤．Ⅱ

-⑥層が考えられ、さらにⅡ‐③．Ⅱ‐④層も中世後半

から近世の水田層である可能性を指摘できる。（吉田）

9９４０５

対応し、近世～近代の水田層と考えられる。一方、Ⅱ

-④層からは中世後半の備前焼が出土し、その上に部

分的に堆積するⅡ‐③層は中世後半以降に限定され、

中世に遡る水田層である可能性を残す。Ⅱ‐⑤層はシ

ルト質が強く層厚がある。Ⅱ‐⑥層も、砂質であるも

のの、しまりがある。そして、鉄分の沈着層が複数み

られ、さらに細分できる可能性をもつ。Ⅱ‐⑤層以下

は、出土遺物も中世以前に限られるようで、Ⅱ‐⑤．

Ⅱ‐⑥層は中世以前に遡る水田層である可能性が高

い。とくに、４トレンチの南約８ｍに位置する00305

調査５トレンチでは、Ⅱ‐⑥層とほぼ同じ標高で、城

、
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図1400503調査トレンチおよび土層断面図（縮尺1/50）
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調査地点松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

調査面積12.4㎡

調査期間2005年８月24日、２５日

調査の種別試掘調査

調査 担当吉田広

調 査補助宮崎直栄

依頼文書施設基盤部施設整備課長発事務連絡

（平成17年８月23日）

城北団地の基幹整備事業の一環として、附属図書館

と共通教育講義棟の間に休息所が設置されることと

なり、立会調査（00502調査）を実施した。ところが、

工事が着手され､舗装アスファルトを撤去する過程で、

共通教育講義棟避雷設備が破損し、接地極を再埋設す

る必要が急遼生じた。

避雷設備の埋設工事では、地表下165cmまでの掘削

が必要であり、当然、埋蔵文化財に影響が及ぶと判断

された。そのため、施設基盤部と協議を行い、避雷

写真2000503調査完掘状況（北から）写真1900503調査地点遠景（南から）

00503（城北団地）共通教育講義棟避雷設備設置に伴う調査



設備の埋設場所を共

通教育講義棟建物余

掘り範囲内に収める

ことで、埋蔵文化財

の保護を図ることと

し、余掘り範囲を確

定するために試掘調

査を実施することと

した。

[OO504土層柱状図］
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[00505土層柱状図】
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２調査の記録

（図１０．１４、

写真１９．２０）

調査地点は、共通

教育講義棟南側のほ

ぼ中央にあたる（図

10、写真19)。

調査に着手し、造

成土のＩ層を掘り下

げていく過程で、講

義棟建物にほぼ平行

して雨水管があらわ

れた（写真20)。こ

の雨水管を検出した

高さで精査したとこ

ろ、管路の南側30ｃｍ

前後の位置で、撹乱

を被っていない城北

団地基本層序のⅡ層

を確認できた。そこ

で、調査区壁面を精

査し、雨水管が講義

棟建設時の余掘り範

囲に埋設されている

こと、余掘り範囲は

建物壁から２ｍ前後

であることを確認で

きた（図１４)。

図1500504.00505調査地点配置および土層柱状図（縮尺1／1,000,1/50）

また、Ⅱ層は幅70cm前後の帯状にあらわれ、それよ

り南側は別の撹乱部分となっている｡この撹乱部分は、

かつて設置されていたポンプ室建設時のものと推測さ

れる。

2６

３調査後の対応

今回の調査では、共通教育講義棟の余掘り範囲が建

物外壁から約２ｍであることが特定できた。この結果

を現地で施設基盤部に伝え、避雷設備の埋設場所の変

更が行われた。 （吉田）



松山市東長戸４丁目３番１号

愛媛大学東長戸団地

0.3㎡

2005年８月31日

立会調査

吉田広

宮''1奇直栄

財務部財務企画課長発事務連絡

(平成17年８月24日）

には遺物包含層、その南側には自然河川があることを

確認できている。今回の工事地点は、団地東辺中央に

位置し、遺物包含層あるいは自然河川に及ぶ可能性が

考えられた。そこで､立会調査を実施することとした。

Ⅱ２００５年度実施の発掘調査

１調査にいたる経緯

東長戸団地北側の水路工事が行われるに伴って、㈱

西日本電信電話から団地内の電柱支柱が不要となるた

め撤去の申し込みがあった。斜めに現地表下l40cmま

鍾議

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

．
’

蕊蕊

２調査の記録(図15、写真21.22）

2７

写真2100504調査地点（北西から） 写真2200504調査南壁十層（北から）

00504（東長戸団地）東長戸宿舎内電柱改修工事に伴う調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担 当

依頼文書

３調査後の対隻応

調査位置・土層を記録して、

し、調査を終えた。

東長戸団地内の電柱について経年劣化があることが

判明し、㈱四国電力から自社負担による改修工事が申

請されてきた。工事では、現地表下約75cmまで掘削を

行い､設置棒を打ち込む。これまで東長戸団地内では、

99402調査を実施し、団地北東側からのびる微高地上

調査地点は､東長戸宿舎３号棟東側の植栽中である。

植栽部は、西側の宿舎内舗装面より約25cm高く、これ

から約65cmの掘削を行った。掘削範囲内においては、

造成土のＩ層が続き､以外の土層は確認されなかった。
ｌ調査にいたる経緯

松山市東長戸４丁目３番１号

愛媛大学東長戸団地

0.25㎡

2005年10月28日

立会調査

吉田広・三吉秀充

財務部財務企画課長発事務連絡

(平成17年９月８日）

以後の慎重工事を依頼

（吉田）

00505（東長戸団地）東長戸宿舎内電柱撤去工事に伴う調査

調査地点



写真2400505調査区（北から）

2鑑イ

2８

写真2300505調査地点（南西から）

議
弓一一

甲再

固野ﾏ己奄鯛二司己■

蕊
Ｐ

羊鞍穿f』

３ 調査後の対応

調査位置・土層を記録して、以後の慎重工事を依頼

し、調査を終えた。（吉田・三吉）

霞

１調査にいたる経緯

事務局構内に設置されている電柱の老朽化に伴う建

て替え工事の連絡が㈱西日本電信電話から財務部財務

企画課にあり、埋蔵文化財調査室に工事計画が提示さ

00506（城北団地）事務局構内電柱建替工事（その１）に伴う調査

れた。工事では、仮設電柱を設けた後に電柱を撤去し

建て替えることになる。この場合、電柱の撤去．建

て替えは既に撹乱の及んでいる土層内の掘削に留まる

が、仮設電柱の設置では埋蔵文化財に影響がおよぶ可

能性が高い。そこで、㈱西日本電信電話・財務部と協

議の上、立会調査を実施することとした。

れ､電柱部分がぽっかりと斜･めに開いた状態となった。

径30～40cmの斜め坑が約200cm続く格好である。

限られた土層の確認ではあるが、現地表下約80cm、

標高約12.80ｍまでは造成土のＩ層、それ以下は大小

の円喋が多く混じる灰黄褐色砂質土層であることを

確認できた。灰黄褐色砂質土層のしまりはやや弱い。

99402-1調査区で認められた遺物包含層である極暗褐

色シルトの存在は確認できなかった。

で埋設された支柱の引き抜き工事である。

東長戸団地内では、99402調査の成果から、団地北

東側からのびる微高地上には遺物包含層が分布し、そ

の南側に自然河川が流れていることを確認できてい

る｡今回の工事地点は団地北東部の微高地上にあたり、

支柱の撤去工事で、遺物包含層が破壊される可能性が

考えられる。そこで､立会調査を実施することとした。

２調査の記録(図１５、写真23.24）

調査地点は、東長戸宿舎１号棟北東側、団地の北東

隅部の花壇内である。電柱の撤去工事は、埋設上部を

掘削することなく、斜めに埋設された方向に抜き取ら

２調査の記録(図16.17、写真25～30）

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

調査地点 松山市道後樋又10番13号

愛媛大学城北団地

0.9㎡

2005年11月４日

立会調査

吉田広・三吉秀充

財務部財務企画課長発事務連絡

(平成17年10月31日）

調査地点は２ケ所である。調査順に、東側を１トレ

ンチ、西側を２トレンチとした（図１６、写真25)。調

査では、オーガによって掘り上げられた土層を確認し

ていった（写真26)。そのため、層境の把握と深度は

概略の値に留まっている。
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課外活動第１共用施設

Ⅱ2005年度実施の発掘調査

、

「ーー－

（１）１トレンチ

調査地点は、事務局正門の西側にあたる。人力で

地表下110cmまで掘り下げた後に、オーガによる掘削

が始まる。オーガ掘削は径約75cmの円形である（写真

27)。造成土のＩ層の下は、地表下2.4ｍまでにぶい黄

色の砂質土層が砂層に、さらに砂層が砂牒層に変化し

ていく堆積状況を確認できた。一連の堆積層と考え、

上層から①～③層とした。

①層は、表土層直下のにぶい黄色砂質土層である。

径３ｍ以下の砂粒･砂喋からなり、しまりはやや弱い。

ｈ副島【 一－１ Y＝-66900

一－１

一一ー一一一

一一一一一一一

Ｘ=:94500

(2)２トレンチ

調査地点は、１トレンチから西へ34ｍ離れた地点で、

地表下約160cmまで続く。②層は、にぶい黄色砂層で、

１ｍ以下の砂粒からなり、若干砂質士を含むものの、

しまりはやや弱い。層厚は50cm前後。③層は、にぶい

黄色砂喋層で、径１～１０ｍの粗砂と喋を主体として、

径20cmまでの塊石が混じる。下部ほど塊石の混じりが

多く、砂喋の粒度も粗くなる（図１７、写真２７．２８)。

いずれの土層からも出土遺物はない。

Ｉ
Ｎ
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亀
0050700507

図1600506.00507調査地点位置図（縮尺1/1,000）
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①

事務局敷地の南西隅付近にあたる。人力で地表下90ｃｍ

まで掘り下げた後、オーガによる掘削を始める。オー

ガ掘削は径約75cmの円形である（図17、写真２９．３０)。

地表下70cmまでは、真砂土であるＩ層が続く。Ｉ層

オリーブ

灰色シルト

灰色砂

③

[00401］ [00506-2】

[00107-2］

①灰色シルト

I(表土） Ｉ(表土）
Ｉ(表土）

I(表土）

Ｉ(表土）

暗青灰

色粘土
灰色砂質シルト灰色砂質シルト 暗灰黄色

ン

28.00ｍ②にぶい黄色

砂質土

緑黒色粘士

③にぶい

黄色砂藻

Ｆ
Ⅳ

一十一一．
にぶい黄褐色

シルト

③灰黄色

砂喋層

－－トー
Ⅳ-２

1ｍ

図1700506調査地点周辺の士層堆積状況（縮尺1/500,1/50）

27.00ｍ
０

ｰ ー

の下層では、厚さ約10cmの灰色シルト質土層があらわ

れ、さらに下層はにぶい黄色砂質土、そして灰黄色砂

喋層が続く。上層から①～③層とした。



写真2500506調査遠景（北東から）

写真2700506調査１トレンチ（北西から）

写真2900506調査２トレンチ（北から）

３調 査 後 の 対応

調査位置・土層を記録して、以後の慎重工事、特に

Ⅱ2005年度実施の発掘調査

蕊ツ、欝

伽

職

写真2600506調査風景

写真2800506調査１トレンチ土層

写真3000506調査２トレンチ土層

既存電柱の引き抜き工事に際しての注意を依頼して、

調査を終えた。（吉田･三吉）

00507（城北団地）事務局構内電柱建替工事（その２）に伴う調査

調査地点松山市道後樋又10番13号

愛媛大学城北団地

調査面積0.3㎡

調査期間2005年11月１４日

3１

調査の種別

調査担当

依頼文書

立会調査

吉田広・三吉秀充

財務部財務企画課長発事務連絡

(平成17年１０月26日）



道路面ｌ調査にいたる経緯

凶等軒

織議蕊
蝋

i：噂溌鍔爵

蕊溌蟹灘．，

識 蕊議

噂熱．

爵識’
毒勧、霊

鱗‘:瀞巽.鐸，

写真3200507調杏圭層（南から）写真3100507調査地点（南西から）

課
外
活
動

第
１
共
用
施
設

２調査の記録(図16.18、写真31.32）

１調査にいたる経緯

城北団地における自転車駐輪場の整備が進む中、法

文学部では駐車場に屋根付き駐輪場を設ける計画がた

3２

-、事務局構内の北部にある課外活動第１共用施設の北

側の電柱が老朽化しており、建て替えが㈱四国電力か

ら申し込まれた。工事は、現在建てられている電柱を

撤去し、西側約１ｍに新規に電柱を設置する計画であ

る。財務部財務企画課・㈱四国電力と協議を行い、土

層の確認を行う立会調査を実施することとした。

Ｉ層

(造成±）

れるが、遺物は出土しておらず、時期の詳細は不明で

ある。

灰黄～

黄灰色砂喋

、 １ｍ

００５０８（城北団地）法文学部屋根付き駐輪場設置計画に伴う調査

調査地点は、課外活動施設北側門扉の東、自転車置

場との間の狭い植栽部の、北側囲障に接した地点であ

る(写真31)｡人力で地表下約60cmまでの掘削が行われ、

オーガ掘削に移った。

地表下95cmまでは造成土のＩ層で、その下層は径２

ｍ以下の灰黄～黄灰色の砂喋層となる。さらに地表下

1.5ｍからはグライ化した青灰色の砂質土混シルト層

となる。径２ｍ以下の砂喋が多く混じり、やや粘性を

おびる（図18、写真32)。いずれも流路内堆積とみら

図1800507調沓士層柱状図（縮尺1/50）

３調査後の対応

調査位置・土層を記録して、以後の慎重工事を依頼

し、調査を終えた。（吉田・三吉）

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

9.8㎡

2005年11月15日

試掘調査

吉田広・三吉秀充

宮崎直栄

依頼文書法文学部長発事務連絡

（平成17年１０月31日）

調査地点

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助
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図2000508調査１～３トレンチ実測図（縮尺1/50）
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２ 調査の記録

調査地点は、法文学部本
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3４

てられた。

埋蔵文化財調査室では、

先の駐輪場を整備するにあ

たって、法文学部本館西側

がグリーンゾーンとして遺

跡の現状保存を図っている

地区であること、グリーン

ゾーン外にも濃密な遺跡の

広がりが予想されることか

ら､掘削工事の回避を求め、

舗装工事のみに留めた経緯

があった。

当初、埋蔵文化財調査室

に提示された工事計画は、

法文学部本館と総合研究棟

２（旧工学部本館）の建物

と平行して屋根付き駐輪場

を設置するものであった。

その場合、屋根基礎設置を

それぞれの建物建設時の余

掘り範囲に収めることが考

えられた｡総合研究棟２(旧

工学部本館)側は､00204(文

京26次）調査Ｉ～Ⅳ区の成

果から、余掘り範囲を特定

できる状況にあった。

しかし、建物際に大型樹

木があり、新しく設置する

最南部の駐輪場に屋根をか

けるという計画変更が浮上

したため、その基礎設置が

可能な地点を特定する必要

が生じた。また、法文学部

本館については、余掘り範

囲を示すデータがない。

そこで､試掘調査を行い、

余掘り範囲と土居の堆積状

況を確認することとした。

法
文
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Ⅱ２００５年度実施の発掘調査

～３トレンチ)、総合研究棟

２建物西半部の北側に１ケ所

(４トレンチ）である（図19、

写真33)。

[4トレンチＩ

00508調査４トレンチ実測図（縮尺1/50）

総
合
研
究
棟
２
建
物

縁石

一一ﾗ汽
２９．００ｍ

珂
アスファルト

Ｉ

ることとなった（写真34)。

しかし、地表下90cmまで掘り図２１
下げたが、建物に平行して設

置された配管があらわれるとともに、造成土のＩ層が

続き、撹乱の及んでいない城北団地基本層序のⅡ層以

下の土層は確認できなかった。余掘りはさらに南にの

びると考えられる（図20上段、写真35)。

（１）１トレンチ

（図20、写真３４．３５）

１トレンチは、法文学部本

館建物の南東角から西に約６

ｍ，建物外壁から約1.2ｍ離

して設定した。しかし、余掘

り範囲が特定できなかったた

め、トレンチの南端を縁石近

くまで延長して、南北約3.3

ｍ，東西0.9～0.7ｍを調査す

２８．００ｍ

（２）２トレンチ（図20、写真36～38）

２トレンチは、１トレンチから西に約25ｍ離れた地

点に設定した。調査範囲は、建物外壁から約1.6ｍ離

れた南北約3.0ｍ、東西約0.9ｍである（写真36)。

２トレンチでも、１トレンチと同様、建物に平行し

て設置された配管があらわれたが、地表下65cmまで掘

り下げた時点で、南側配管の北側で城北団地基本層序

Ⅲ層を確認できた。コンクリートで擁壁状となってい

る。また、トレンチ南端の壁面でも基本層序のⅡ～Ⅳ

層があらわれた。Ⅱ層は灰黄褐色砂質土、Ⅲ層は暗褐

色砂質土、Ⅳ層は黄褐色砂質土である。Ⅲ層は厚さ３５

cm前後を測り､遺構埋土である可能性も考えられる(図

20中段)。

以上の調査結果から、余掘りは建物外壁から３５ｍ

まで及んでいると判断できる。また、２トレンチから

は、撹乱層から弥生土器片２点が出土している。

犬
走
り

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

－ 岸 上 一

98602）の調査範囲の再確認の意味をもつ。

地表下45cmまで掘り下げた時点で、トレンチ南端で

基本層序のⅡ層を確認できた。余掘り範囲は建物外壁

から3.5ｍとなる。調査では余掘り範囲を1.25ｍまで掘

り下げて、Ⅱ層以下の堆積状況を確認した。

Ⅱ層は、標高28.36ｍ以下で、上下の①．②層に区

分される。Ⅱ‐①層は、厚さ10cm前後のオリーブ褐色

砂質土で、5,,,1,大以下の砂牒・炭化物をやや含み、シ

ルト質土がやや混在し、しまりがある。Ⅱ‐②層は、

25cm前後の厚さをもつ黄褐色砂質土で、511皿大以下の

砂牒をやや含み、シルト質土がやや混在し、しまりが

ある。Ⅲ層は、暗褐色砂質土で、厚さ約40cmに及ぶ。

上部15～20cmは径２mm大までの砂篠をやや含み、砂質

が全体にやや強い（Ⅲ‐①層)。下部は、径ｌ皿以上

の篠をほとんど含まず、粘性は低いものの、シルト質

に近い土質で、５'１'Ⅲ大の炭化物粒を含む（Ⅲ‐③層)。

この間に、黄褐色シルトの１～３cm大のブロックを混

在させる単位が一部ある（Ⅲ‐②層)。下部に落ち込

みを伴い､柱穴等の遺構埋土の可能性が高い。Ⅳ層は、

縁石上端から約115cmであらわれた。砂牒をほとんど

含まない黄褐色シルト層で、粘性をおび、しまりがあ

る（図20下段、写真41)。

３トレンチでは、撹乱層から弥生土器片５点が出土

している。

｜I

3５

満

（３）３トレンチ（図20、写真39～41）

３トレンチは、法文学部本館南西角から南に0.65ｍ

離れた地点に設定した。文京遺跡７次調査(調査番号：

熱
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究
棟
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写真3300508調査１～３トレンチ遠景（南東から）

写真3400508調査１トレンチ写真3600508調査２トレンチ写真3700508調査２トレンチ

全景（北から）全景（北から）北部±層（南西から）

写真3500508調査１トレンチ南部土層（西から）
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愛媛大学樽味団地

3７

Ⅱ2005年度実施の発掘調査

調査地点松山市樽味３丁目５番７号

鍵:駕瀧：‘』露率職.蛾鑑簿 ！＃･賎
や
串

蕊

写真3900508調査３トレ

ンチ全景（北から）

写真4000508調査３

（南西から）

トレンチ東壁土層写真4100508調査３トレンチ

南壁土層（北から）

３調査成果のまとめ

法文学部本館南側に設定した１～３トレンチでは、

想定していたより広く、建物外壁面から南3.5ｍまで

が余掘り範囲となっている。基本層序のⅢ層を確認で

きた２．３トレンチでは、Ⅲ層はかなりの層厚をもち、

遺構埋土の可能性が高い。周辺の既往調査の成果とも

あわせ､濃密に遺構が分布しているものと判断される。

また、総合研究棟２（旧工学部本館）建物北側の４

トレンチでは、地表下80cm以下には良好な状態でⅢ層

が遣存していることを把握できた。（吉田）

00509（樽味団地）農学部附属農業高校暖房蒸気漏修理工事に伴う調査

写真4200508調査４トレンチ全景（南から）

｡醤''

駒

写真4300508調査４トレンチ南壁士層（北から）

（４）４トレンチ（図21、写真４２．４３）

総合研究棟２（旧工学部本館）建物の西半部北側に

位置する南北約1.5ｍ､東西約1.25ｍのトレンチである。

文京遺跡26次調査Ⅲ区の西側約５ｍの地点にあたる。

既設の雨水管路にあたり、管路の掘り形の壁面で土

層堆積状況を確認した。地表下約65cmで基本層序のⅡ

層があらわれた。にぶい黄褐色砂質土層で、径３～５

ｍ大の角篠が多く混じり、粘性をややおびる。その下

層は、地表下85cmから砂牒がほとんど混じらない黒褐

色シルト質土のⅢ層となる（図21)。
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調査地点は、附属農業高校体育館北東側のスロー

プ部で、高位の東側道路部分は標高44.25ｍ，低位の

西側で道路部分は標高42.68ｍ、傾斜･度約１４度である。

調査区は、西端を配管桝とし、スロープを登り切った

地点を東端とし、東西98ｍ、南北幅0.8ｍを測る（図

22、写真坐)。

調査区西端では、現地表下95ｃｍ・標高41.73ｍで既

設管路があらわれた（写真45)。既設管は､ほぼスロー

プの傾斜にそって東に延び、調査区東端で現地表下９０

ｃｍ・標高43.35ｍに位置する（写真46)。そして、全域
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ｌ調査にいたる経緯

樽味団地の附属農業高校への暖房配管について、高

校体育館北側での蒸気漏れが判明し、既設管上部の掘

り形内に新設管を埋設する計画が埋蔵文化財調査室に

報告された｡計画されている掘削深度は地表下80cmで、

且

Ｙ

２調査の記録(図22、写真44～46）
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周辺の調査成果から、埋蔵文化財への影響が考えられ

たので、立会調査を実施することとした。

7.8㎡

2005年12月2l日

立会調査

吉田広

宮崎直栄

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成17年12月１２日）

副珊唖目９９／Ｕ３

1ｍ－

42.00ｍ

調査面積

調査期間

調査の種別

調査担当

調査補助

依頼文書

５０ｍ

Ⅳ

41.OＯｍｖ

図2200509調査地点配置および周辺±層堆積状況（縮尺1/500,1/50）



写真4400509調査区全景（西から）

において、掘削範囲は表土層内にとどまっていること

を確認した。

当初、周辺調査成果から、調査区西側で樽味団地基

本層序Ⅳ層が、東側で同基本層序Ⅱ層かⅢ層があらわ

れることが予想された。しかし､未撹乱層は存在せず、

掘削範囲内は既設管路の掘り形内あるいはスロープ造

Ⅱ2005年度実施の発掘調査

写真4500509調査区西壁（東から）

写真4600509調査区東壁（西から）

成時の盛り土とみられる（図22)。

今回の調査では、遺物は出土していない。

３ 調 査 後 の 対 応

以後の慎重工事を依頼して、調査を終えた。（吉田）

00510（城北団地）法文学部講義棟周辺環境整備（樹木移植工事）に伴う調査

調査 地 点

調 査 面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依 頼 文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

3,2㎡

2006年１月3O日

立会調査

吉田広・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成17年１２月９日）

3９

ｌ調査にいたる経緯

法文学講義棟周辺の環境整備の一環として、法文学

南側舗 頚面

２９．００ｍ

ロ １ｍ

図2300510調査土層柱状図（縮尺1/50）



4０

１調査にいたる経緯

医学部では、附属病院院内保育所設置が計画され、

灘j灘Ｉ
…
：
虹

調査面積

調 査 期 間

調査の種別

調 査 担 当

灘識

戸首ｊ
藍悪霊壇騨増零

韓溌白

鍵

髄
ビ

00511（重信団地）医学部附属病院院内保育所設置計画に伴う調査

湾悪添式

調査地点

３調査後の対応

以後の慎重工事を依頼して、調査を終えた。

（吉田・三吉）

#¥

Ｋ

繍驚
錘

瀧鍵
翁

歯ﾕ

部２号館南側の植栽中にあるモミジを抜根することと

なり、立会調査を実施することとした。

東温市大字志津川

愛媛大学重信団地

5.0㎡

2006年２月７日

試掘調査

吉田広・三吉秀充

鐸両冴駅

固

峯‘j【

写真4700510調査地点遠景（北西から） 写真4800510調査地点近景（西から）

49)。抜根後、樹木下部についても確認したが、やは

り掘削はＩ層内に収まっていた（写真50)。

Ｉ層から近代以降の陶磁器や瓦が出土したのみであ

る。
２調査の記録（図23、写真47～50）

、調査地点は、法文学部２号館と総合研究棟２（旧

工学部本館）の間の植栽部に位置する（写真47.48)。

樹木抜根に伴い、樹木周辺を環状に地表下約60ｃｍ

まで掘り下げたが、造成土のＩ層が続く（図23、写真

諺照

写真5000510調査区完掘状況（南西から）

依 頼 文 書 医 学 部 長 発 事 務 連 絡

（平成17年１月30日）

●ａ

写真4900510調査区±層（北西から）
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Ⅱ2005年度実施の発掘調査
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（２）２トレンチ（図25、写真５３．５４）

重信団地東北部の駐車場南側、ちょうど附属病院２

号館の東に位置する植栽内に設定したトレンチであ

り、東約５ｍは構外の道路となっている。北西一南東

両候補地点について、各１ヶ所のトレンチを設定し

た。看護師宿舎北側が１トレンチ、附属病院２号館東

２調査の記録(図24.25、写真51～54）

’－－－－－－－－－一一一一一一’’－－一一一一一一一一一一一

看護師宿舎北棟

図2400511調査１トレンチ配置および士層柱状図（縮尺1/500,1/50）

看護師宿舎北側と附属病院２号館東側駐車場南端部の

２ヶ所が候補地としてあげられていることが報告され

た（図４)。建設工事に伴う掘削深度は地表下80cmで

ある。

看護師宿舎北側は、最も近接する既往調査地点

(99210調査－４．５トレンチ）からでも100ｍ以上離れ、

周辺の詳細は不明とせざるを得ない。一方の附属病院

２号館東側駐車場南端部も、南西約50ｍの地点で調査

がなされているが、その間には1.5～２ｍの段差があ

り、既往調査成果と直接比較するのは難しい。しかも

現状では、候補地点東側構外へ地形的に連続し、北側

から延びる微高地上に位置するとも見え、病棟周辺と

は異なる埋蔵文化財の状況が予想された。以上から、

両候補地点で試掘調査を実施し、調査結果に基づいて

施設基盤部が工事計画を進めることとなった。

側駐車場南端部が２トレンチである（図２４．２５)。

（１）１トレンチ（図24、写真５１．５２）

１トレンチは、看護師宿舎北側の植栽内で、樹木の

問を縫って設定した。宿舎北棟から約20ｍ北、西側道

路から約10ｍに位置し、北東一南西方向に長く、約1.5

×1.2ｍを測る（写真51)。

表土層の①層は真砂土層で、２７cmの厚さがある。そ

の下は、重信川による扇状地を構成する喋層である③

層が、掘削範囲内の現地表下80cmまで続く。小指先大

の円喋から、人頭大あるいは一抱えもあるような塊石

からなり、黄灰色砂質シルトが混じる。上部10cm程度

はややしまりがないが、以下は非常によくしまってい

る（図24、写真52)。出土遺物は、表土層から近現代

陶磁器片が若干出土しているのみである。
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図2500511調査２トレンチ配置および周辺士層柱状図（縮尺1/1,000,1/50）

方向に長く、約2.5×1.2ｍである（写真53)。

表土層である①層は①－１～①‐３層に分層できる。

①－１層は､拳大未満の円喋を多く含む黄灰色砂喋土で、

厚さ約40cm。①-2層は、厚さ約10cmの真砂土層。①－３

層は、小指先大から人頭大までの円喋層。しまりはや

や弱く､厚さ約40cm・現地表下約90cmから１５cm前後は、

鉄分の沈着により一部黄褐色を呈する暗緑灰色シルト

の②層である。重信団地造成前の水田層とも考えられ

るが、狭いトレンチ内でも厚さが一定せず、詳細は不

明である。これ以下、現地表下約150cmまでは、重信

川による扇状地を構成する篠層の③層が続く。調査地

点では、拳大未満の円喋からなり、しまりは弱い（図

4２

25)。出土遺物は、表土層から近現代陶磁器片が若干

出土したのみである。

３調査のまとめ

１トレンチでは､現地表下30cm前後の表土層直下で、

重信川扇状地を構成する篠層があらわれた。これより

約100ｍ北の99210調査地点では、１ｍをこえる表土層

の下に、団地造成前の水田層が確認されており、団地

南西部の99211-4調査地点でも同様である。

２トレンチでは、表土層の①層の下層に②層、さら

に重信川扇状地の喋層である③層が続く。南西に70ｍ



写真5100511調査１トレンチ遠景（南から）
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写真5300511調査２トレンチ遠景（南西から）

離れた99808-2調査地点では、現地表下約260cmの表土

層である①層直下で③層となり、上位の円喋層（③－１

層)、褐色シルト層（③-2層)、下位の円喋層（③-3層）

と、現地表下約580cmまで続く（図25)。この中で、今

Ⅱ２００５年度実施の発掘調査

圏『？

蕊灘

議議蕊

鱗
写真5200511調査１トレンチ±層（南から）

写真5400511調査２トレンチ土層（北東から）

回の調査で確認できた②層のシルト層は、遺構・遺物

とも確認できなかったが、なお埋蔵文化財を包含する

可能性を残している。（吉田・三吉）

00512（城北団地）法文学部講義棟周辺環境整備計画に伴う調査

調査地点

調査面積

調 査期間

調 査種別

調査 担 当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

4.3㎡

2006年２月21日

試掘調査

吉田広・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成17年12月９日）

ｌ調査にいたる経緯

法文学部周辺の環境整備で、法文学部講義棟南側の

4３

自動販売機接地極埋設に伴う工事が提示された。地表

下75cmまでの掘削と、径14mmの接地棒打ち込み工事で

ある。掘削計画深度では遺物包含層である城北団地基

本層序のⅢ層に及ぶと判断できたが、掘削地点が法文

学部講義棟に近接し、建設時の余掘り内に収まること

も予想された。そこで、工事に先立って、法文学部講

義棟建設時の余掘り範囲を確認する試掘調査を行い、

その結果に基づき、埋蔵文化財に影響が及ばない範囲

で掘削工事を行うこととした。

２調査の記録（図26、写真55～62）
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写真5700512調査１トレンチ北壁±層（南から）

写真5900512調査２トレンチ（南東から）

写真6100512調査３トレンチ（南東から）

4４

写真5600512調査１トレンチ（南西から）
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写真5800512調査１トレンチ東壁南半部土層(西から）

写真6000512調査２トレンチ北端土層（東から）

写真6200512調査３トレンチ±層（南から）
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Ⅱ2005年度実施の発掘調査
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は２ヶ所である。調査にあ筆
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今回の調査は、法文学部講義棟建設時の余掘り範囲

を特定することを意図したものである。１トレンチで

は、犬走り部分から南1.2ｍに認められた。犬走り部

犬
走
り

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

（２）２トレンチ（図26、写真５９．６０）

講義棟から外灯基礎への電線管埋設工事で、基本層

序のⅡ層が所々で認められた（写真59)。とりわけ、

北端の犬走り部分の直下においてもⅡ層がみられ、１

電線管埋設工事で、１トレ 図2600512調査１～３

３ 調 査 の ま と め

（１）１トレンチ（図26、写真55～58）

調査地点は、法文学部講義棟南側、玄関スロープよ

り約３ｍ東の地点である（写真55)。余掘り範囲を確

認するため、講義棟建物周囲の犬走り部分に接した位

置から、幅50cm前後･南に約２ｍの長さを予定したが、

東辺北側の浅い地点で管路があらわれ、この西側に調

査区を設定し直した（写真56)。

講義棟建物と平行する管路が２本埋設きれていた

が、その間で撹乱を被っていない土層として、建物沿

いの犬走り部分から南に1.2ｍの地点、深さ65cm、標

高では28.45ｍの位置で、城北団地基本層序のⅢ層を

確認した。Ⅲ層は粘‘性があり、やや薄めのにぶい黄褐

色シルトで､砂喋は混じらない(写真58)。したがって、

ｌトレンチ地点では、建物沿いの犬走り部分から南に

1.2ｍまで講義棟建設時の余掘りが及んでいると判断

した（図26)。

遺物は、Ｉ層から中世土師器の細片１点が出土して

いるだけである。

ンチとは異なる状況が観察され、急遼この電線管埋設

部についても調査を行うこととし､２トレンチとした。

したがって、残る東側接地極埋設部も、１トレンチと

同様な状況とは確定できず、これも調査対象とし、３

トレンチとした。

|トレンチ実測図および±層柱状図（縮尺1/50）

トレンチでの余掘りとは異なる状況が予想された。

造成土のＩ層は薄く、現地表下15cmでⅡ層があらわ

れる。Ⅱ層は、にぶい黄色シルト質士で、３ｍ以下の

砂喋をやや含み、しまりがある。下部には鉄分の沈着

が層状に認められる。層厚は30cmを測る。地表下45cm，

犬走り部分から53cmの、標高28.46ｍでⅢ層を確認で

きた。径３ｍ以下の砂喋をやや含む暗褐色シルト質土

である（図26、写真60)。このように２トレンチ北端

の犬走り部分の端部では、講義棟建設時の撹乱が及ん

でいない。この地点で余掘り南端は、さらに建物外壁

近くにあることになる。

遺物は、Ⅱ層から弥生土器小片が１点出土している

だけである。

（３）３トレンチ（図26、写真６１．６２）

ｌトレンチと２トレンチで講義棟建設時の余掘り幅

が異なることから、もう１ヶ所の接地極埋設地点も調

査対象とすることとした。１トレンチの東側約２ｍの

地点である（写真61)。現地表下約70cmまで掘り下げ

たが、この地点では撹乱を受けたＩ層が続いた（図

26、写真62)。遺物は出土していない。

余掘りに関する知見は得られなかったが、３トレン

チ全体が余掘り内に位置する可能‘性が高い。
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分は建物外壁から93cm幅である。ところが、２トレン

チでは、建物外壁から96cm離れた犬走り部分の南端直

下でも、Ⅱ層以下が撹乱を受けておらず、余掘り南端

は、さらに建物外壁近くに位置している。

Ⅱ２００５年度実施の発掘調査

今後の工事計画と埋蔵文化財保護の調整を図る判断

材料として、２トレンチでⅢ層の深度を確認できた意

義は大きい。（吉田三吉）

00513（城北団地）教育学部２号館等空調設備電源工事に伴う調査

調査地点

調 査 面積

調査期間

調 査種別

調査担当

依 頼 文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

2.7㎡

2006年２月28日

試掘調査

吉田広・三吉秀充

施設基盤部施設整備課長発事務連絡

(平成18年２月２日）

１調査にいたる経緯

各部局からの営繕工事が集約され、教育学部２号館

等空調設備電源工事について一部埋蔵文化財へ影響が

生じる可能性が施設基盤部から埋蔵文化財調査室に報

告された。工事は、教育学部３号館南側と教育学部本

館北側のそれぞれ１ヶ所で、接地極埋設である。地表

下75cmまで掘削され､径１４mmの接地棒が打ち込まれる。

施設基盤部と埋蔵文化財調査室の協議により、同様

の工事に対する埋蔵文化財への対応を、以下のように

することとした。すなわち、まず地表下75cmの掘削工

事位置を極力既設建物余掘り範囲内とすること、それ

ができない場合は埋蔵文化財調査を行うことである。

これに基づき、今回の案件においては建物余掘り内

に工事範囲を収めることが施設基盤部から提案され

た。しかし、両地点の建物建設時の余掘り範囲が不明

なため、それを特定する試掘調査を行い、その結果に

基づき、埋蔵文化財に影響が及ばない範囲で掘削工事

を行うこととなった。

２調査の記録（図27.28、写真63～68）

、調査地点は２ヶ所で、教育学部３号館南側の地点を

１トレンチ、教育学部本館北側を２トレンチとして調

査を進めた（図27)。

4７

（１）１トレンチ（図27、写真63～66）

１１､レンチは、教育学部３号館の南側、建物南東隅

から約７ｍの地点に設定した（写真63)。建物外壁と

縁石までの２ｍ強の南北長のトレンチとしたが、造成

土のＩ層を薄く剥いだ時点で汚水粉があらわれたた

め、これを挟んだ南北での調査となった（写真64)。

１トレンチ北半部では、地表下約80cmまで掘り下げ

たが､造成土のＩ層が続く（図27､写真65)。南半部も、

地表下約100cmまで掘り下げたが、やはりＩ層が続く

(写真66)。このように、トレンチ内では、教育学部３

号館建設に伴う余掘り範囲は、特定することができな

かった。なお、出土遺物はない。

（２）２トレンチ（図２７．２８、写真６７．６８）

２１､レンチは、教育学部本館北側の西端近く、出入

口の西側植栽部に位置する（写真67)。

造成土のＩ層を掘り下げていったところ、トレンチ

北部で、褐灰～灰褐色の砂粒を含まないシルト層（①

にLiD？，，．:”

図2800513調査２トレンチ出土遺物実測図

（縮尺1/1）



写真6300513調査１トレンチ遠景（東から）
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３調査の成果
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写真6400513調査１トレンチ（南から）

層）があらわれた。厚さ５cm前後を測る。その下層に

より砂粒を含まない灰黄褐色シルト（②層）がみられ

た。鉄分の沈着により、明黄褐色を呈する部分がある

(図27、写真68)。

周辺では、文京遺跡19Ｂ次調査の１５トレンチと１６ト

レンチで、灰黄褐色シルトが確認されており、これを

城北団地基本層序のⅢ層に含めている。検出高は、１５

トレンチで標高約27.95,,16トレンチで約28.00ｍで

ある。①．②層がこれらと一連のものと考えることも

できるが、管埋設に伴う撹乱である可能性も残る。以

上、少なくとも教育学部本館外壁２ｍまでは建物建

設時の余掘り範囲内にある。

なお、出土遺物には、Ｉ層から土師器片１点と磨石

１点がある。磨石は綴密な砂岩で、縦断面が軽くｓ字

状を描き、各部に擦過痕が残る（図28)。

写真6500513調査１トレンチ北半部東壁土層（西から） 写真6600513調査１トレンチ南半部東壁十層（西から）

写真6700513調査２トレンチ遠景（北東から） 写真6800513調査２トレンチ（南東から）
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今回の調査では、建物建設時の余掘範囲特定を意図

したが、いずれのトレンチでも、明確に特定すること

はできず、それぞれの建物に普遍化できる成果は得ら

れなかった。しかし、工事地点は撹乱の範囲であり、

この地点に接地棒打ち込みを依頼し、調査を終えた。

（吉田・三吉・漬田）

OO514（城北団地）工学部２号館２階女子便所改修電気設備工事に伴う調査

調査地点松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

調査面積1.5㎡

調 査 期 間

調 査 種 別

調査担当

2006年２月28日

試掘調査

吉田広・三吉秀充
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Ⅱ2005年度実施の発掘調査

図2900514調査位置図およびトレンチ実測図（縮尺1/500,1/50）
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写真7100514調杏十層（南から）写真7000514調査地点近景（南から）

写真6900514調査地点遠景（南西から）
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識蕊蕊驚鍵，
唖
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工学部２号館２階女子便所改修電気設備工事の報告

が施設基盤部からあり、建物余掘り範囲を特定する試

掘調査を行い、その結果に基づき、埋蔵文化財に影響

が及ばない範囲で工事を行うこととなった。

志垂舞i鷺識識蕊

図3000514調査出土遣物実測図（縮尺1/4）

２調査の記録（図29.30、写真69～71）

調査地点は、工学部２号館南側、建物南隅部から西

へ約１３ｍの地点である（図29上段、写真69)。植栽内

の樹木の間隙に、建物外壁から南に約1.2ｍ離れ、東

西幅60～70cm，南北長約22ｍのトレンチを設定した

(写真70)。地表下約55cmまでは造成土のＩ層が続き、

地表下約80cm、高27.68ｍで、城北団地基本層序のⅢ

層があらわれた。また、工学部２号館の建物壁から２

ｍの地点で余掘りの肩部であるＩ層の落ち込みを確認

依頼文書施設基盤部施設整備課長発事務連絡

（平成18年２月２日）

できた。

Ⅲ層は、上面を検出しただけであるが、暗褐色シル

ト質土で、１ｍ以上の砂粒をあまり含まず、粘性をや

やおびる（図29下段)。南側の文京遺跡23次調査（調

査番号：00103）７トレンチで古墳時代後期の包含層

としたⅢ-1層とは、検出高や土質が異なっており、弥

生時代から古墳時代前半の包含層とみられる。

出土遺物は、弥生土器・土師器の細片が若干ある。

その中から１点が図化できた。弥生十器斐の胴部上半

の破片で、頚部から若干下がった位置に突帯が付く莞

と考える。突帯には、指頭による押圧刻目を施す。内

外面とも磨滅しているが、突帯付近だけに横ナデ調整

痕が残る。弥生中期後葉に比定できる（図30)。

１調査にいたる経緯
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３調査の成果

今回の調査では、工学部２号館建物建設時の余掘り

範囲は、建物外壁から約２ｍと特定できた。また、城

北団地基本層序のⅢ層が現地表下約80cmに良好に存在

Ⅱ2005年度実施の発掘調査

することも確認できた。

上記した建物建設時の余掘り範囲を施設基盤部に報

告し、以後の工事に関して協議を行い、接地棒打ち込

み位置を余掘り範囲内とすることとなった。

（吉田・三吉・漬田）

OO515（城北団地）法文学部屋根付き駐輪場設置工事に伴う調査

調査地点

調査 面積

調査期間

調査の種別

調査担当

依頼文書

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

24.2㎡

2006年３月１日～３月３日

立会調査

田崎博之・吉田広・三吉秀充

法文学部長事務連絡

(平成１８年２月９日）

１調査にいたる経緯

法文学部では、講義棟周辺環境整備に伴って、屋根

付き駐輪場の設置が計画され、埋蔵文化財調査室に試

掘調査の依頼があった（法文学部長発事務連絡、平成

17年１０月31日)。埋蔵文化財調査室は､工事計画に沿っ

て､法文学部本館南側と総合研究棟２（旧工学部本館）

北側で、１１月15日に00508調査として試掘調査を行い、

建物の余掘り範囲を確認した。この調査結果をうけ、

法文学部では、本館南側に沿って全面に屋根付き駐輪

場を設置する計画がたてられた。しかし、その東半部

はグリーンゾーンとして遺跡の保護を図っている場所

にあたる。グリーンゾーンは、将来的には学生・市民

の憩いの広場として活用する計画がある。埋蔵文化財

調査室では、そうした場所に屋根付き駐輪場を設置す

ることは不適当と考え、その旨を報告するとともに、

工事計画の見直しを求めた（埋蔵文化財調査室長発事

務連絡、平成１８年度２月２日)。

法文学部、工事を担当する施設基盤部とともに、協

議を行い、屋根付き駐輪場の設置範囲をグリーンゾー

ンを避ける形で東側に移動させることとなった｡また、

これまでの調査成果から、濃密な遺構の分布が予想さ

れるので、できるだけ基礎の設置深度を浅くし埋蔵文

化財に影響が及ばないようにすることを確認した。そ

のため、埋蔵文化財調査室では、工事範囲の現状と既

5１

性調査の成果を検討し、地表下35cmまでの掘削深度で

あれば、弥生時代～古墳時代の遺構と遺物を包含する

城北団地全域の基本層序Ⅲ層には影響がないことを、

施設基盤部へ報告した。施設基盤部との協議の結果、

基礎を設置するための掘削深度を地表下35cmに抑える

こと、工事に伴って立会調査を実施することとした。

２調査の記録(図19.31、写真72～84）

今回の屋根付き駐輪場の基礎が設置される地点は、

法文学部本館と総合研究棟２（旧工学部本館）の間の

20ケ所である。基礎設置地点の北側列10ケ所を東から

１～１０トレンチ、南側列10ヶ所を東から11～２０トレン

チとして立会調査を進めた（図19)。また、北側列の

１～１０トレンチでは、Ⅲ層上面までの調査を行い、士

層の堆積状況とⅢ層の状況を確認した。その結果、い

ずれのトレンチでも、地表下38～45cmでⅢ層があらわ

れた。そこで、南側列の１１～２０トレンチでは、地表下

35cmまで掘り下げ、掘削がⅢ層を破壊しないことの確

認を行った。

今回の工事範囲は、南北約14ｍ、東西約53ｍで、調

査地点も連続しているので、図31に個々のトレンチの

調査状況をまとめた。前述したように、北側列で計画

の掘削深度をこえて掘り下げを行いⅢ層を確認した

が、１～３．５～１０トレンチでは地表下38～45cmでⅢ

層があらわれ、４トレンチではⅢ層はみられず、Ⅱ層

直下でⅣ層があらわれた。

また、１．２トレンチでは、撹乱溝壁で土層堆積状

況を観察したが、Ⅲ層は厚さ５～18cmで、Ⅳ層の黄褐

色シルト塊が斑状に混じる｡本報告ではⅢ層としたが、

遺構埋土の可能性が高い。また、Ⅲ層下の地表下55～

60cmでⅣ層があらわれる。１０トレンチでも、撹乱溝壁

面で土層堆積状況を観察したが、Ⅲ層は厚さ20cm以上

で、遺構の埋土である可能性が高い。



写真7200515調査地点遠景（西から）
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Ⅱ2005年度実施の発掘調査

蕊

１

r回

麓……熱､．詫一，

写真7300515調査１トレンチ（西から） 写真7400515調査２トレンチ（西から）

写真7500515調査２トレンチＳＰ‐４土器出土状況 写真7600515調査３トレンチ（西から）

写真7700515調査４トレンチ（北から） 写真7800515調査４トレンチ北壁土層（南から）

写真7900515調査５トレンチ（西から） 写真8000515調査６トレンチ（北から）
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３ 調査のまとめ

今回の調査は、狭い範囲の立会調査のため、遺構の

確認は十分ではない。しかし、１．２トレンチと１０ト

レンチでは、遺構の埋土の可能性が高いⅢ層があらわ

れた。また、２トレンチＳＰ‐４～６と４トレンチＳＣ‐

９は、埋土の特徴から弥生時代～古墳時代の遺構と考

えられ、ＳＰ－４からは弥生土器壷の底部破片が出土し

ている。以上の調査成果と、周辺の文京遺跡３．７．

２６次調査などの成果から考えれば、この地点にも濃密

に弥生時代～古墳時代を中心とする遺構が分布してい

る と 判 断 で き る 。 （ 田 崎）

蔭

Iま、褐灰砂質土の埋土で、明黄褐色砂質土のレンズ状

ブロックが少量みられる。ＳP－７．８は灰色系の埋土

であるので、中世以降の小穴と考えられる。４，､レン

チＳＣ－９は、Ⅲ層と同質の埋土をもち、弥生時代～古

墳時代の竪穴式住居跡と考えられる。

ミヲ

写真8100515調査７トレンチ（北から） 写真8200515調査８トレンチ（東から）
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この他、１トレンチで溝１条（SD-1）と小穴２基

(SP－２．３)、２トレンチで小穴３基（SP-4～６)、

４トレンチで小穴２基（SP－７．８）が出土した。ま

た、４トレンチの撹乱溝壁面では竪穴式住居跡と考え

られる遺構（SC-9）を確認した。ｌトレンチＳＤ－ｌ

は灰白砂裸で埋積され､小指先大の円喋が多く混じる。

中世の遺物が多く出土している。１トレンチＳＰ－２．

３は、ＳＤ‐１を切る。２トレンチＳＰ－４は、埋土は暗

褐色砂質土を埋土とし、溝状の掘り形をもつ。比較的

大きな弥生土器壷の底部破片が出土している。２トレ

ンチＳＰ－５は、ＳＰ－４の下層で確認できた。径15cm弱

を測り、埋土は暗褐色砂質土である。Ⅳ層の黄褐色シ

ルトの径５～10ｍの塊が混じり、径５mmの焼土が含ま

れる。炭化物片が出土している。２トレンチＳＰ－６は、

径20ｍ前後の柱穴で、暗褐色砂質土で埋まる。Ⅳ層

の黄褐色シルトの径５～10ｍの塊が混じり、径51皿lの

焼土が含まれる。炭化物片が出土している。４トレン

チＳＰ－７は、褐灰砂質土の埋土で、明黄褐色砂質土の

レンズ状ブロックが少量みられる。４トレンチＳＰ‐８

１２

写真8300515調査９トレンチ（西から）

宮

や
》

写真8400515調査１０トレンチ（西から）



Ⅲ愛媛大学保管・所蔵の考古資料(2)

皿愛媛大学保管・所蔵の考古資料(2)

2004年度年報で､旧歴史学研究会保管資料の一覧と、

その一部である祝谷丸山遺跡採集資料の報告を行っ

た。今回は、その第二段である。

旧歴史学研究会保管資料については、「ＥＵｒ研

12-03」等と埋蔵文化財調査室での登録番号を与えた。

その上で、ラベル・注記などにより採集地の判明した

遺跡毎に収納を行い、この遺跡単位で順次報告してい

く予定である。ところが、先の2004年度年報において

は、報告の遺物番号に関わる記述を漏らしてしまって

おり、以下追記しておく。

報告にあたり、遺跡毎にｓを冠した２桁の遺跡番号

を与えている。前回の祝谷丸山遺跡がsO1であり、今

回の長谷遺跡がSO2である。これに続けて、実測する

遺物毎に３桁の実測番号を与え、遺物には「SO2-076」

等と別色で注記している。遺物観察表の実測番号がこ

れにあたり、報告の挿図番号との対照は、この実測番

号に拠ることになる。（吉田）

１旧愛媛大学歴史学研究会保管の長谷遺跡採集資料

旧歴史学研究会保管資料中、長谷遺跡採集資料はコ

ンテナ約１箱分である（表７)。十亀(1973)によって

報告が既になされているが、今日的な視点から以下再

報告を行う。

(1)長谷遺跡の立地と現状

長谷遺跡は、道後城北の南に開けた谷である祝谷の

最奥部にあり、山田池の東側、北東から南西に延びる

舌状丘陵の南東斜面に位置する（図３２．３３、写真85.

86)。標高は約80～１００ｍである。この丘陵の延長と谷

を挟んで対-|時する丘陵の間を堤として造成されたのが

山田池で、丘陵の南東側裾部には県道20号が走る。こ

れらにより遺跡周辺の地形は一部改変を受けながら

も、比較的本来の地形をよく留めている。採集地点は

写真８５長谷遺跡遠景(南西上から､2006年５月撮影）

5N５

日当たりの良い緩斜･面で、歴史学研究会による採集時

も現在も、柑橘類の果樹園が広がる。なお、松山市埋

蔵文化財包蔵地地図では、「49．長谷遺跡」・「51．山

田池（祝谷）遺物包含地」として一括される中に位置

する。

長谷遺跡より下方においては、山田池から南流する

永谷川（大川）を中心に、その永谷川にむかって張り

出す尾根や、合流する小河川・開析谷によって、地形

的にいくつかのまとまりを形成し、遺跡もその地形区

分に対･応して展開している。

(2)長谷遺跡周辺の既往調査

祝谷の既往調査については、吉田・漬田(2006)で詳

述したので繰り返さない。以下では、長谷遺跡周辺に

写真８６長谷遺跡遠景（南西から、2006年５月撮影）



図３２長谷遺跡位置図（縮尺1/5,000）
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Ⅲ愛媛大学保管・所蔵の考古資料(2)

図３３長谷遺跡資料採集地点（縮尺1/2,000,1976年編集松山市都市計画図Ｊ５より作成）

ついてのみ触れておく。

まず隣接する山田池遺跡では、遺物採集の報告はあ

るものの、詳細は不明である。長谷遺跡と一連の可能

性も残る。また､山田池堤の下方では､道路整備に伴っ

て一部発掘調査が行われ、弥生中期から後期の土器．

石器が出土するとともに、円筒埴輪や須恵器も出土し

ている（梅木編1989)。

祝谷の谷東側で最も近接するのが、祝谷アイリ遺跡

である。長谷遺跡の所在する丘陵と、県道20号が走る

谷部を挟んでほぼ平行する丘陵の南側斜面に位置す

る。長谷遺跡とは約200ｍを隔てるに過ぎない。弥生

中期中葉と後期前葉、古墳後期の遺構．遺物が出土し

ている（梅木編1992)。谷西側では、祝谷六丁目遺跡．

祝谷六丁場遺跡があり、南南西約500ｍを隔てた後者

では､弥生中期中葉の遺物が豊富に出土するとともに、

平形銅剣Ⅱ式１口が埋納土壌から出土している（宮崎

編1991)。

5７

(3)愛媛大学歴史学研究会による長谷遺跡の調査

愛媛大学歴史学研究会による長谷遺跡の調査は、

1973年に遡る。祝谷の遺跡分布調査を進める中で、当

該地点においてまとまった遺物を採集したことに端を

発する。その後に表面採集による調査を進め、遺物の

散布範囲が幅約50ｍ・長さ約300ｍの斜･面に及ぶこと

を明らかにし、その範囲内を１４区に分けて遺物採集を

続けている。そして、調査成果は、十亀(1973）にお

いて報告され、７７点の資料が掲載された。さらに、地

区毎の時期別採集状況も提示され、前期から後期にい

たる遺跡の消長にまで検討が及んでいる（図３９．４０)。

なお､これ以降の歴史学研究会による活動においても、

資料採集の行われたことが､ラベル等から確認できる。

(4)長谷遺跡採集資料

祝谷丸山遺跡においても同様であったが、表面採集

資料のため、表面の磨滅の著しいものがほとんどであ

る。１１２点を実測した（図34～38､写真87～96,表８)。

１～83は弥生土器、一部古式土師器の可能性の高い
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ものも含む。

１～20は壷。１１まへラ描き沈線２条をもつ胴部上半

部。梅木編年の1-3～4様式（以下、梅木（2000）の

編年により記述)。２はクシ描き文をもつ破片。Ⅱ～

Ⅲ様式か。

３．４は大きく外反する口縁部で、内面に円形浮文

をもつ。５は大きく外反して端部を下方に拡張する口

縁部。端面には部分的に×字状の沈線文をもつ。６は

端部を斜め下方に引き延ばし、７は上下に端部をやや

拡張する。８は頚部に断面三角形の貼付突帯をもち、

９は頚部の貼付突帯に横長の押圧を施す。１０は３条以

上の断面三角形貼付突帯をもつ。３～10は、Ⅲ様式に

位置づけられる可能性が高い。

１１は、外反する口縁部端部に３条の擬凹線を、１２は

口縁部に擬凹線１条をもつ｡13は短く外反する口縁部。

14は肩部で、胴部外面に縦ハケ目が一部残り、頚部は

横ナデ。１５は複合口縁壷。直接接合せず､十亀（1973）

では別個体と扱っていたが（図40第４図４４．４９)、複

合口縁接合部に鍔状部を貼り足したのが剥落したもの

と考え、同一個体とした。複合口縁部に４ないし５条

単位のクシ描きによる斜格子文・直線文、鍔状端部に

２条の沈線をもつ。１６も複合口縁壷の複合口縁部。表

面は磨滅するが､平行する凹線状の痕跡が認められる。

17はノ字状刺突文とその上に浅い凹線をもつ｡複合口

縁壷の頚部付近か。１８は頚部に扇平幅広の突帯を貼り

付け、その上面を斜格子状に刻む。複合口縁壷の頚部

とみられる。１１．１２はV-1様式、１３～１８はV-2様式前

後に位置づけられる。

１９はやや立ち気味ながら、二重口縁壷の口縁屈曲部

とした。２０も同様の部位である。弥生終末から古墳初

頭に位置づけられよう。

２１～36は莞。２１は扇平な破片で傾き不明。３条のへ

ラ描き沈線をもち、1-3～4様式の婆胴部片とした。

２２は頚部が直角近くに屈曲する胴部。内面は横ハケ

目後ナデ。２３は頚部に貼付押圧突帯をもつ。２４．２５は

端部を上方に軽く突出させる口縁部。２６は板小口によ

るノ字状刺突文をもつ胴部。内面下半はハケ目調整前

にへうケズリを行う。２７は内外面に縦ハケ目を残し、

頚部外面には横ナデを施す｡28は胴部の張りが強いが、

内面の稜は弱い。２９も28同様の器形とみられる。２２．

表７１日歴史学研究会保管長谷遺跡採集資料

番号 資料内容
歴史学研究会整理状況
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、毒零鴨犠層

３

ご≦l）

器尭とも見えたが、胎土から弥生土器と判断した。Ⅲ

様式か。３８～40は､短くくの字状に屈曲する口縁部で、

内面の稜は不明瞭。39.40は同一個体の可能性がある。

Ｖ-2様式。

４１～47は高杯。４１はやや低い脚部で、坪底部を円板

充填するとともに、下方からも粘土を充填する。４２．

４３は長い脚部。坪底部は円板充填で、脚内面に顕著な

シボリ目を残す｡43の脚外面は縦方向のミガキが残る。

44は脚上部で、径最小部に５条の細いへラ描き沈線を

もち、下部には矢羽根透の一端が認められる。４５．４６

は、脚部上面に坪部を接合するもので、いずれも接合

23はⅢ様式、２４～27はⅣ様式に、２８．２９はⅣ～V-l様

式に位置づけられよう。

３０は緩やかに外反する口縁部。端部は横ナデにより

凹線状。３１はくの字状に屈曲する口縁部で、端部が断

面三角形状に肥厚する。３２はくの字状に緩やかに屈曲

し、３３は緩やかに外反する。３４はくの字状に屈曲して

長く伸びる口縁部。体部には縦方向のハケ目がわずか

ながら残る。３５．３６はくの字状に屈曲する口縁部で、

鉢の可能性もある。３０～32がV-l～2様式、３３～36は

Ｖ-2～3様式。

３７～40は鉢。３７は内湾する鉢口縁部。器形的に土師
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Ⅲ愛媛大学保管・所蔵の考古資料(２

、

る。

４９はやや厚いが、高坪あるいは脚付鉢の脚端部とし

た。端部を強く横ナデする。Ⅳ～Ｖ様式か。

５０～83は底部を一括した。５０～62が壷の底部。５０～

55は平底｡50は一度上に立ち上がってから胴部へ開き、

底内面にハケ目をよく残す。５２はやや凸状。５３は狭い
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部で剥落する。４７は脚屈曲部。内面にヘラケズリは認

められない。４１～43はⅢ様式。４４はⅣ様式。４５～47は

Ｖ-2～4様式。

４８は器台筒部裾付近。径１cm強の孔が１箇所残る。

体部外面は縦ハケ目。Ｖ様式。十亀(1973)に掲載され

た柴村敬次郎氏採集資料（図39第４図２）が類品であ

／

割
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図３６長谷遺跡採集資料（３）（縮尺1/3）
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6２

向のナデないしミガキが残る。７３がやや古い形状を示

す他は、およそⅢ～Ｖ-2様式の範晴とできる。

８３はまっすぐ立ち上がる底部で、内外面にオサエ痕

をよく残し、焼成前穿孔がある。甑か。

８４～96は須恵器。８４．８５は坪蓋。８４は復元口径16.3

cmとやや大型で、焼成はやや軟質。８６～89は坪身。８６

は受け部復元径17.0cmとやや大型。８７は径不明ながら、

立ち上がりは比較的高い。８８は焼きひずみがあり、立

ち上がりが低い。８９は立ち上がりをほとんど欠く。９０

は端部と頚部にクシ描き波状文をもつ腿口縁部。９１は

底部外面を回転へラケズリする球形の胴部。孔は残ら

ないが腿とみられる。やや焼成軟質。９２はカキ目の中

心部で、提瓶体部とみられる。８４～92は６世紀中葉か

ら後葉のものである。

９３．９４は蓋の宝珠つまみ部。９５は坪底部。底部外面

は未調整。９６は壷体部下半。９３～96は７～８世紀代の

須恵器である。

声１－、≦=ﾉー１ 、

底部外周に粘土紐を貼り足して一回り大きな底部とす

る。５５は大型。５６～62はわずかに凹み底。５７が一度上

に立ち上がる他は、底部から体部へと直接斜めに立ち

上がる。５０．５７がやや古い形状を示す他は、およそⅢ

～Ｖ-2様式の幅で捉えられるものであろう。

６３～72は、壷他も含むが、鉢の可能性の高い底部。

くぼみ底であるが､63は大きさと急な立ち上がりから、

64は外に突出する底部から、ジョッキ形と目される。

Ⅲ～Ⅳ様式。６５はくぼみ底。６６～68はくびれて高台状

に立ち上がる上げ底ながら、立ち上がりがやや外開き

で、髪とは一線を画す。６９．７０は高台状の上げ底で、

69は断面三角形の突帯を高台状に貼り付ける。６５～７０

はおよそⅢ～Ｖ-2様式の範鴫で捉えられよう。７１．７２

は小型の凸状底部。Ｖ-3～4様式。

７３～82は確実な蕊の底部。７３は平底で、一度上に立

ち上がってから外に開く。７４～82はくびれて立ち上が

る上げ底、８１．８２は高台状の上げ底。７９は外面に縦方

鐘三宝r＝、 琴'二J1三二運二塁8５8４ ７

図３７長谷遺跡採集資料(4)(縮尺1/3）

二)房三壱三s，

傘＝」冒毛L二
９３ ９４

ノ

0４ｰ 一一一

でニリ農≦壷ニヲ事！＝急z二三!:：三二二二二ｉ ●｡

ぃ１

１１冬
〃’｡。

易

ミー=▽ｐ~Ｚ，
８

夢〆

鮮罰
一卓垂■一

６

ぎづ7。５

１
〃

一
一

Ｉ

１
20cｍ

菰

、、=上己ブ〈｡，、

＝

ノ

、

、＆

7Mｉ
'に

１０１７７２２=国鳥｡〒＝廷

０



０

ロ

１

１７

1０６

、

／

5cｍ

１０cｍ

／

Ⅲ愛媛大学保管・所蔵の考古資料(2)

再録

、瀞

1０５

＝

図３８長谷i貴跡採集資料(5)(縮尺1/２，２/3）

塗墨

９７～99は土師器。９７．９８は内湾する斐口縁部。９７の

端部は若干肥厚する。６世紀代。９９は高坪脚部。中実

部が長く、上面は坪底面。古代に降るとも考えられた

が、隣接する祝谷アイリ遺跡ＳＢｌにおいて同形態の

ものが出土しており（梅木編1992)、６世紀後葉に位

置づけられる。これらは､須恵器の84～92に対応する。

100は土師質土器。緩やかに外反する口縁は丁寧に

横ナデされ、体部に深い横ハケ目が残る。１０１は土師

質土器鍋口縁部。102～104は中世土師器坪。102が口

縁部で他は底部。104は底部回転糸切りか。

１０５～１１１は石器。１０５は刃部を欠損した柱状片刃石

斧とみられるが､石斧としては例外的な砂岩製である。

断面円柱状で、身部には敵き石として用いられた際の

鑑

敵打痕がほぼ全面に及ぶ。表面の約2/3が被熱黒変し

ている。現重量248.39.

106～１１１はサヌカイト製石器。１０６は打点方向を変

えて剥離が行われており、残核とみられる。107～１１０

は剥片。特に107と１０８は薄い剥片で、石錐等の小型打

製石器製作に伴うものとみられる。１１１は打製石雛の

先端部。残存範囲において、両面とも主要剥離面を残

さず、断面も菱形を呈して比較的厚い。現重量0.49．

今回、再実測・報告する遺物は以上であるが、十

亀(1973）とは遺物に異同があるので、解説を付して

おきたい。まず、十亀(1973)では掲載されていない

遺物である。これには、既に採集済ながら報告を省い

た資料と、その後の採集資料がある。前者は、小片な
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写真９２長谷遺跡採集資料⑥写真９１長谷遺跡採集資料⑤

他方、十亀（1973）で報告されながら、現時点で所

在不明となっている資料が、番号空きによる掲載漏れ

３点（図39第３図１５．２４．２６）を除いても、１１点と少

なくない。拓本を掲載した遺物（図40第４図３５．３７．

３８．４０）や、連続する口縁部（図39第３図52～54）で

あったり、１６区採集資料（図39第３図75～77）などで

ある。１６区採集資料については、一括して所在不明に
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写真８８長谷遺跡採集資料②写真８７長谷遺跡採集資料①

g狸

6４

写真９０長谷遺跡採集資料④

どのため図化しなかった弥生土器23点や石器５点、須

恵器13点、土師器他５点である（表８歴研報告番号覧

一表記)。古墳時代以降の遺物は基本的に除いていた

が､一部は弥牛十器として報告されたものがある（97.

98.100)。また後者は、「82222長谷遺跡」の箱書あ

るいはラベルをもつ、登録番号03-01と0302の資料で、

７点が該当する（表８歴研報告番号覧×表記)。

９．１

写真８９長谷遺跡採集資料③

4９



写真９３長谷遺跡採集資料⑦

1０８

写真９５長谷遺跡採集資料⑨

なっていることになるが、石庖丁（図39第３図76）と

打製石錐完形品（図39第３図77）など特徴的な遺物を

含む。同様に特徴的な遺物でありながら紛失している

のが､土製円板(図40第４図40)である。図面によれば、

中心に小円孔をもち、外周におそらく指押さえを等間

隔に配している。類例自体見あたらず、弥生土器かど

うかも含めて興味深い資料であるが、残念である。特

徴的な遺物が、報告後の保管において遊離してしまっ

た可能性が高いようである。

(5)長谷遺跡をめぐる諸問題

長谷遺跡採集資料の再整理・報告を行ったが、その

成果についてまとめておく。

①遺跡の消長

長谷遺跡採集資料を概観してみると、約８割を弥生

土器が占め、弥生中期前葉を遡る遺物が数点、弥生後

期後葉から古墳初頭までの遺物が若干の他は弥生中期

中葉から後期前葉の遺物が主体を占める。ただし、そ

の期間内でも、中期後葉と見られる遺物は少ない。明

らかな壷はなく、聖の体部片と口縁部小片の４点（２４

～27）と、矢羽根透をもつ高坪（44）１点だけが、確

実な該当例に過ぎない。さらに、小破片でも明確な凹

6５

５

議鍵
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Ⅲ愛媛大学保管・所蔵の考古資料(2)

1０６

写真９４長谷遺跡採集資料③

１１１

写真９６長谷遺f亦採集資料⑩

線文を伴った端部は認められなかった。採集資料とい

う限界はあるが、これに拠る限り、長谷遺跡の形成は、

弥生中期中葉と後期前葉をピークとし、その間の中期

後葉は低調であったと判断できる｡なお留意点として、

鉢と高坪の多さが目立つことも指摘しておきたい。

弥生時代以外の遺物としては、須恵器・土師器他が

あるが、須恵器・土師器は古墳時代後期にまとまる。

古墳副葬品の可能性も考えられるが、土師器喪を伴っ

ており、古墳時代後期に生活領域であったことが想定

される。古代の須恵器出土もこれに連続するものであ

ろう。この他、土師質土器や中世土師器も出土し、中

世に及ぶ遺跡の展開が想定される。

②遺跡内の様相

十亀(1973)では、採集資料により時期別の地点毎

の動向にまで論及しており、同様の検討を今回の報

告に基づいても試みた。結果、ｌ～３区と６．７区

の、大きく２箇所に採集遺物が集中する傾向を再確認

できた。両地点間には、採集資料による限り、遺物分

布の希薄な地区を挟む。さらに、遺跡の消長において

は、両地点間で明確な差異は認められなかった。十亀

(1973)が指摘していた前期段階の差異は、今回３区

採集の土器が確認できたことから（21)、現状で想定
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Ⅲ愛媛大学保管・所蔵の考古資料.(2)
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するのは難しい。したがって、今回報告している範囲

の長谷遺跡においては、その中に２箇所の遺物集中地

点が存在し、しかも同様の消長を辿ることが想定され

ることになる。

１～３区と６．７区の２地点は、南東方向に傾斜す

る丘陵斜面の中でも、南に斜面が張り出し、一帯の中

では最も緩やかな傾斜面である。範囲内において、最

も居住に適した地形とできよう。したがって、上記２

地点への採集遺物集中は、地形的まとまりに基づいた

生活の単位に対応する可能性が高い。長谷遺跡は、二

つの単位を内包しながら、両者が同様の消長を辿るこ

とによって形成されたとみることができよう。

③周辺遺跡との関係

ところで、祝谷地区の遺跡群の展開については、既

に吉田・漬田(2006)で概述した。すなわち、中期中

葉段階には、小河川に開析された間の各微高地上に、

小規模ながら集落が展開していた様子が窺えた。それ

が中期後葉段階となると、生活痕跡が激減し、後期に

なって再び盛行するのである。長谷遺跡においても、

しかもその内包する２地点ともに、祝谷地区の遺跡群

の動向と軌を一にしてることが、今回改めて確認され

たことになる。

なお、祝谷地区の遺跡群の中でも、近接する祝谷ア

イリ遺跡に採集遺物相は最も近い。弥生中期中葉と後

期前葉、さらには古墳時代後期における遺跡形成まで

一致するのである｡谷を挟んで平行する丘陵に対置し、

直線距離約200ｍを隔てる。ただし、ともに南側斜面

に位置し、相互に視認関係はなかったとみられ、やは

り別単位として認識すべき両遺跡である。それが同一

の消長を辿ることは、両遺跡間の強い関係性を想定せ

ずにはいられない。

祝谷地区の遺跡群の中期中葉から後葉への変動にお

いては、その延長に文京遺跡の存在を想定した（吉田

・潰田2006)。後期前葉の長谷遺跡と祝谷アイリ遺跡

は、その文京遺跡が最盛期を過ぎた段階にあたる。そ

して、同時期には、文京遺跡の西側、松山大学構内遺

跡が形成される（梅木編１９９１・宮内編1995)。道後城

北遺跡群の展開を考える上で、丘陵部の祝谷地区と低

地部の文京地区との連動性を、やはり強く示唆するも

のであろう。

④石器の製作

そのような連動』性・関係‘性の想定される中で、長谷

遺跡採集資料中に、サヌカイト製石器製作に関わる資

6８

料の存在することは重要である。サヌカイト製打製石

鍍先端の破片であり、打製石鍍等の小型石器製作に伴

うとみられる剥片や残核である。未整理ながら、祝谷

丸山遺跡でも同様のサヌカイト製石器製作に伴う資料

があり、祝谷六丁場遺跡や祝谷畑中遺跡では、姫島産

黒耀石や赤色頁岩の石器製作に関わる資料がある（加

島2001)。また、祝谷六丁場遺跡では、片岩製の片刃

石斧類の製作も行われている。このような、祝谷地区

の遺跡における石器製作が、道後城北遺跡群における

祝谷地区の遺跡群の性格、さらには動向を左右したこ

とも考慮しておく必要があろう。（吉田）
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山市埋蔵文化財調査報告書第24集、松山市立埋蔵文
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表８長谷遺跡採集遺物観察表

Ⅲ愛媛大学保管・所蔵の考古資料(2)

番号

挿図 実測 整理 歴研
表採地点 種別 器種 部位 形状・文様・調整・色調・胎士・焼成などの特徴

１ 039 1４０２ 3９ 長谷７区 弥生土器 壷 体部 へラ描沈線２条以上。内外面ナデか。内外面にぶい黄色。２ｍ以下の
石英・長石やや含む。

２

３

040
一二●やＣｃＣ●

083

1４０２

１４１０

3６

2９

長谷７区

長谷６区

弥生土器

弥生土器

壷

壷

体部

口縁部

クシ描文。内外面灰白色。微細な石英・長石・雲母含む,、

口縁内面円形浮文。口縁部横ナデ。内外面燈色。２ｍ以下の石英.長石．

雲母・赤色粒やや多く含む。
４ 035 1４０２ 4３ 長谷７区 弥生土器 壷 口縁部 口縁内面円形浮文。内外面磨滅、口縁部横ナデ。内外面明赤褐色、断

面浅黄燈色◎２ｍ以下の石英・長石やや、微細な雲母・赤色粒含む。
５ 045 １４０４ ６ 長谷１区 弥生土器 壷 口縁部 下垂口縁。口縁部部分的に×字状沈線文。口縁部横ナデ、内外面ナデ。

内外面灰黄褐色。２ｍ以下の石英・長石やや多く含む。
６ １００ 24-02 長谷 弥生土器 壷 口縁部 内外面磨滅。内外面浅黄燈色。２mm以下の石英・長石．雲母．赤色粒

少し含む。
７ 063 1４０７ 長谷２区 弥生土器 壷 口縁部 口縁部横ナデ。内外面褐色。２ｍ以下の石英･長石･雲母･赤色粒含む。

005８ 03-02 × 長谷 弥生士器 壷 頚部 頚部断面三角形貼付突帯。内外面横ナデ。内外面にぶい黄燈色。１ｍ

以下の石英・長石・雲母含む。
９

1０

１１

１２

１３

093

０７０

1０１

０１０

０１１

2４０１

1４０８

2４０２

14-01

1４０１

1７

5０

5１

長谷

長谷３区

長谷

区
一
区

７
－
７

谷
一
谷

長
一
長

弥生土器

、●‐＝■■■■■■■■凸■■旬●●や｡①ロ

弥生土器

弥生土器

弥生土器

ﾛ｡■■■■■■■■■■■■■争｡●つつ●●

弥生土器

壷

壷

壷

壷

壷

頚部

頚部

口縁部

口縁部

口縁部

頚部貼付押圧突帯。内外面磨滅。外面にぶい黄燈色、内面褐灰色。５

Inm以下の石英・長石多く含む。

3条以上の断面三角形貼付突帯。内面オサエ。外表面明赤褐色（赤塗

りか)、外面浅黄燈色、内面黄燈色。３ｍ以下の石英．長石多く含む。

３条の擬凹線。外面褐灰色､内面燈色。１mm以下の石英･長石少し含む。
｡●●｡○寺●むめ｡■＝－■■■■■■■‐｡●｡◆令●｡●＝●ロロウー■■－■－■－■‐■－■●●●の｡｡｡●■｡ごロ■■■■■■■■■■■■■車■｡｡｡｡■●●｡●凸ロロ■■■■■■■■■■申■■｡②｡。■●・■句｡●●■■■■■■■■■■■■■■■■●■｡●●｡｡｡●白白■■■■■■■■■■■■■年■■｡｡●●●●◆●●●セロマゥロ■■

口縁端部１条の擬凹線。内外面横～斜ミガキ。内外面浅黄燈色。３ｍ

以下の石英・長石やや、微細な雲母・赤色粒含む。
■■■■■■‐■‐■■●年ｃ●◆●●●｡●｡●■画一■■■■■■■一二■■■－．ｃ・■・・・Ｐ・■■ロー■■■官■■■■■ニニニニ辛争・一つ◆･◆｡・・つ－－－■■■－＝■■■■－■■■■■卓■｡。．．．．．｡●や守口．■．．．．．■．．．．、凸．。．．ｐ、◇．．．．－．むむ．．．．．．．．．．＝．．二一二の－－．．◆．‐。．

内外面磨滅。内外面燈色。３ｍ以下の石英．長石多く含む。
１４ 038 14-02

一
一

１
－
２
－
７

０
－
０
－
０

４
－
４
－
界

１
－
１
－
１

－
一

1５１０３４

０

●■ ロロ ■－ －■ ■■ ■年 ■｡ ②｡ 。● ＰＣ

24-01

4４

●

4９

長谷

長谷７区

長谷７区

不詳

長谷

弥生土器

ﾛ｡②●●●●‐■■■＝■■ロロ■■■■■■

弥生土器

壷

壷

頚部

口縁部

外面頚部横ナデ６体部縦ハケ目、内面オサエ。外面にぶい褐色･有黒斑、

内面明褐色。２ｍ以下の石英・長石、微細な雲母多く含む。

複合口縁。複合口縁部に４ないし５条単位のクシ描による斜格子文．

直線文、鍔状部に２条の沈線。内面横～斜ハケ目。外面にぶい燈色、

内面にぶい黄燈色､鍔状部片灰黄褐色。５ｍ以下の石英.長石やや多く、
微細な雲母・赤色粒含む。

１６

1７

060

１０５

１４０７

2４０３

１０

4７

長谷２区

長谷

弥生土器

､●つ･ロー＝守口■■■口■ロロロ■■■－■

弥生土器

壷

壷

口縁部

頚部？

複合口縁部。条数不明ながら口縁部に沈線。内外面磨滅。内外面浅黄

燈色。２ｍ以下の石英・長石・雲母・赤色粒やや含む。

複合口縁か｡ノ字状列点文｡内外面明赤褐色｡２ｍ以下の石英･長石やや、

微細な雲母多く含む。

１８ 046 1４０４ ５ 長谷ｌ区 弥生土器 壷 頚部 頚部幅広の斜格子状沈線を施す貼付突帯｡内外面磨滅｡外面にぶい燈色、

内面褐灰色。２ｍ以下の石英・長石・赤色粒やや含む。
１９ 098 2４０１ 長谷 土師器？ 壷 口縁部 二重口縁部か。内外面磨滅。内外面浅燈色◎３ｍ以下の石英・長石．

赤色粒やや多く含む。

2０ ０９９ 2４０１ 長谷 土師器？ 壷 口縁部 二重口縁部か。内外面磨滅◎内外面浅黄燈色。２ｍ以下の石英・長石．

雲母・赤色粒やや含む。

2１

2２

073 1４０８

０９５ 24-01

長谷３区

長谷

弥生土器

弥生土器

蕊

蕊

体部

体部

3条のへラ描沈線。外面にぶい黄燈色、内面褐灰色。２mm以下の石英．

長石・雲母やや含む。
で■■‐‐■■＝■■■■■■■■■ー■■●ニーロ｡■ロロ凸一ニーーー●今●◆の①や＝｡｡■甲一一口一●むむ＝■春＝‐‐‐ご■■■■■■■■■■■■■■■二画‐｡‐■‐■‐■口一二■ぬー●画心｡‐＝心や一宇■＝色■‐ー＝■ゆ‐⑤■ロロ■■■‐■■ロー■■■●■■■■■■‐■‐■‐‐■■■■■■ニニー竿●‐｡■｡－争午◆‐◆｡｡●‐●｡｡●やつ

外面剥落、内面横ハケ目・ナデ。内外面明赤褐色。２ｍ以下の石英．

長石やや多く含む。

2３

2４

037

007

14-02

03-02

4１

×

長谷７区

長谷

弥生土器

弥生土器

霊

蕊

頚部

口縁部

頚部貼付押圧突帯。内外面磨滅。外面燈色、内面にぶい黄燈色○２ｍ

以下の石英・長石・赤色粒含む。

内外面浅黄燈色、表面明赤褐色。２ｍ以下の石英・長石、微細な雲母.

赤色粒含む。

2５ 115 32-03 長谷 弥生土器 蕊 口縁部 口縁部横ナデ。内外面燈色。２mm以下の石英・長石・雲母含む。
2６

ｑ

ＯＯ２ｉ０３,0１ × 長谷 弥生土器 蕊 体部 体部板小口によるノ字状押圧文。外面磨滅、内面下半オサエ・ヘラケ

ズリ・縦ハケ目、内面上半オサエ．縦ハケ目。内外面燈色。３ｍ以下

の石英・長石・赤色粒やや多く含む。

2７ 022 14-01 4８ 長谷７区 弥生土器 蕊 体部 外面頚部横ナデ・体部縦ハケ目、内面縦ハケ目。内外面にぶい黄燈色。

２ｍ以下の石英・長石・雲母・赤色粒やや含む。外面下半煤付着。
2８ 062 14-07 1１ 長谷２区 弥生土器 蕊 上半部 口縁部横ナデ、内面オサエ･ナデ。外面にぶい黄燈色、内面にぶい燈色。

２ｍ以下の石英・長石含む。

2９ 108 2４０３ 長谷 弥生土器 婆 頚部 内外面磨滅。内外面にぶい褐色。２ｍ以下の石英･長石･雲母やや含む。
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挿図

番号

実測 整理 歴研
表採地点 種別 器種 部位 形状・文様・調整・色調・胎土・焼成などの特徴

１０２ 2４０２

059

１１８

Ｏ９４
ＣＣやや◆今●○

106

０２１

107

084

００１

006

14-07

39-37

24-01

2４０３

14-01

２４０３
ｐのニニーーー■■ー＝■■

１４１０

03-01
■■■■■一宮＝ － － ＝ ＝

03-02

５
－
６
－
７－８

肥
一
肥
－
０

０
９
０
０
６
０
０
９
０
０
０
日
０
８
０
●
■
０
０
口
０
０
０
０
０
０
０
０
０
■
０
●
日
日
ｐ
０
ｐ
０
■
■
０
０
０
０
０
０
０

９
－
０
一
似

３
－
４

1４１０

1４１０

1４１０

3１

3２

3３

0764２ １４０８ 2２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

5６

077

042

１０３

1４０８

14戸0２

2４０２

004 03-01

０９６；２４０１

Ｏ

ｃｏゆ･｡ｃや‐◆一つ●●一｡‐今◆◆‐●←●一一一●ｃｃ●→①

0

０９７ 2４０１

052

０１４

056

０４７

013

048

０１２

020

1４０４

1４０１

14-06

1４０４

14-01

1404
1画■ロ■‐■■＝●■－■

1４０１

1４０１

2３

4２

×

4５

７

5７

３

5６

４

5５

6８

5７

5８

０６１

079

1４０７

1４０９

１２

2８

長谷２区

長谷５区



7１

Ⅲ愛媛大学保管・所蔵の考古資料(2)

番号

挿図 実測 整理 歴研
表採地点 種別 器種 部位 形状・文様・調整・色調・胎士・焼成などの特徴

5９ ０９１

O

６０Ｉ０１９

1４１３

１４０１

7４

6２

長谷１３区

長谷７区

弥生土器

弥生土器

壷

壷

底部

底部

内外面磨滅。内外面明黄褐色、底部有黒斑。３ｍ以下の石英・長石．

雲母やや多く含む。

外面磨滅、内面ナデ。外面にぶい燈～燈色、内面浅黄横色◎２ｍ以下

の石英・長石やや、微細な雲母含む。
6１ 016 1４０１ 5９ 長谷７区 弥生土器 壷 底部 内外面磨滅｡外面黒褐色､内面褐灰色。１ｍ以下の石英･長石･雲母含む。
6２ 080 14-09 長谷５区 弥生土器 壷 底部 内外面磨滅。内外面明赤褐色。３ｍ以下の石英・長石・赤色粒やや多

く含む。

6３ ０７２ 14-08 １９ 長谷３区 弥生土器 ｼ゙ｮｯｷ形 底部 内外面磨滅。外面燈色、内面にぶい黄橿色。２ｍ以下の石英・長石．
雲母をやや含む。

6４ 081 1４０９ 2７ 長谷５区 弥生土器 ｼ゙ｮｯｷ形 底部 底部内外面オサエ。内外面にぶい黄燈色、底部外面有黒斑○２ｍ以下
の石英・長石・雲母やや含む。

6５

6６

015 14-01

051 14-04

5８

２

長谷７区

長谷１区

弥生土器

弥生土器

鉢？

鉢

底部

底部

内外面磨滅、底部側面オサエ。外面にぶい黄燈色・底部有黒斑、内面

浅黄色。精良な胎土に、微細な石英・長石・雲母含む。
■｡●ｃｃ●●つ●●｡■ロ■■■■■■■｡‐●●●ＣｃＣｃ●むゆ＝■■■■■■■■■■■●｡‐●●与一●●①ロ■ご■■■■■■■■■‐｡●●｡｡●●●●●｡●＝■＝■■■■■■■■一二●－●●①◆●●の●●●香邑■＝■■－■■■■一■ニニニーー●●●●●●●●‐台の■■■■■■ロ■■■旬■句●｡●●｡●●●ロロ●ロ■凸■■■■■■■－■‐‐

底外側面オサエ・横ナデ、内面ナデ。外面燈色、内面にぶい黄燈色。

3ｍ以下の石英・長石．雲母やや多く含む。
6７１０２３ １４０１ 6３ 長谷７区 弥生土器 鉢 底部 内外面磨滅、底部内外面オサエ。外面明赤褐色、内面黒褐色。３皿以

下の石英・長石多く含む。
6８

6９

053 1４０５

１４０１

●

９
０
．
０
０
▽
．
０
４
０
画
一
■
一
日
一
■
一
■
一
日
一
■
０
■

８０１

3４

？

6１

長谷ｌ区

長谷７区

弥生土器

弥生土器

鉢

鉢？

底部

底部

内外面磨滅､底部外側面オサエ。内外面にぶい黄燈色。５ｍ以下の石英．

長石・雲母・赤色粒含む。
旬｡｡｡■■■■■■■■■■■■■■｡⑧Ｃｐ－●①つ凸守守一一守昏一■－■■■ロ■■■■■・凸ロｃｃ・・・・●・・・ウーー・■ロロロ■■■■■■■・ニーー・■｡●一・ｃｃ一つｃ・一つ．■－．＝－．．首．．．－．ユニ．。ニーニ．ＰＱ－－◆ｃ◆⑪一宇◆ウマ‐毎．－．－．．．．．．．．．ー 二．争‐争．．●Ｐ．．●．．．‐．．ロロウ．－．．．．．．

内外面磨滅、底部内外面オサエ◎外面浅黄燈色、内面黒褐色。２血以

下の石英・長石やや多く、微細な雲母含む。
7０ 071 14-08 １８ 長谷３区 弥生土器 鉢？ 底部 内外面磨滅。外面明黄褐色、内面にぶい燈色。ｌ～５ｍ大の石英．長

石多く、微細な雲母・赤色粒やや多く含む。
7１ 003 03-01 × 長谷 弥生土器 鉢 底部 内外面オサエ。内外面にぶい黄橿色、外面有黒斑。３ｍ以下の石英．

長石多く含む。

7２ ０１７ 1４０１

，

7３１０５４ 14-06

6０ 長谷７区

長谷１区

弥生土器

弥生土器

鉢

蕊

底部

底部

内外面磨滅､底部外側面オサエ｡外面燈色､内面灰白色。１ｍ以下の石英．

長石・赤色粒含む。

底部外側面オサエ。外面燈色､内面灰褐色。２ｍ以下の石英.長石やや、

微細な雲母やや多く含む。

7４

7５

7６

0６４１ 1４０７

050 14-04

024 1４０１

１３

１

6４

長谷２区

長谷１区

長谷７区

弥生土器

弥生土器

卜｡●｡●｡●●●｡｡●●●のｐむら■＝■－

弥生土器

蕊

蕊

蕊

底部

底部

底部

内外面磨滅。外面明赤褐色、内面灰白色。２ｍ以下の石英・長石・雲

母やや含む
●●■｡●●●●●ロロロゥ■■■■■‐■■I■■I■■■ロロロロロ■■■■■‐■■‐■車印画■‐■●●◆‐●◆◆◆◆●◆‐●●｡◆●●●●●●｡●つ｡●｡●●口■■｡■■＝ロー■■■■■I■＝■I■ロロI■■■■■■I■一一１－■ニーニ■■－－再ニニーーーョ●二一＝一旬‐〒＝の｡Ｅ二手つ●●--句●｡_一口｡●一一ロロローーＣＤｐ－－●●‐一二二＝＝一一

底部外側面オサエ･横ナデ､内面ナデ｡内外面明赤褐色。１mm以下の石英．

長石・雲母・赤色粒含む。
■ ■ ■ ■ ■ ‐ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ロ ロ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ゆ ゆ ■ ｡ ｡ ‐ ● ‐ ■ ‐ ● ● ● 凸 ｃ ｃ ◆ ｡ ● ゆ ◆ ◇ ｡ ◆ ● ● つ つ ● ● ● ｡ ● ● ● ｡ ① ● ｡ ● ● ｡ ｡ ● ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ■ ○ 亡 ■ ロ ー ロ ー ー ■ ■ ‐ ■ ■ ■ ロ ロ ■ ■ ■ ー ■ ■ ■ ＝ ■ ー ■ ロ ロ ー ー ー ■ ■ ニ ー ー ■ ‐ ‐ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 一 年 ● ‐ － 句 句 年 ■ ■ ● ■ ‐ ｡ ● ｡ ｡ ｡ ｡ ｡ ｡ ｡ ■ ｡ ● ｡ ｡ ｡ ● ● ● ● ● の ●｡●◆●●●●●

外面オサエ。内外面明赤褐色、外面有黒斑。５ｍ以下の石英・長石多

く含む。

7７ 075 1４０８ 2０ 長谷３区 弥生土器 蕊 底部 外面磨滅､内面剥落｡外底面明赤褐色､外面燈色。２ｍ以下の石英.長石．

雲母・赤色粒やや含む。

7８

7９

025

055

14-01

14-06

6５ 長谷７区

長谷１区

弥生土器

弥生土器

蕊

喪

底部

底部

内外面磨滅、底部外面横ナデ。外面にぶい燈色、内面灰白色。１ｍ以

下の石英・長石・雲母・赤色粒含む。

外面縦方向のナデか。外面燈色、外底面褐灰色、内面灰白色。１皿以

下の石英・長石・雲母・赤色粒含む。

8０

8１

8２

074

026

027

１４０８

14-01

1４０１

2１

6６

6７

長谷３区

長谷７区

長谷７区

弥生土器

弥生土器
Dロ■一ＣＣＣ●●●●●●今●●●●｡●｡●

弥生土器

蕊

喪

妻

底部

底部

底部

内外面磨滅。外面にぶい燈色、内面褐灰色。２ｍ以下の石英．長石．

雲母やや含む。
ゆ●●Ｆ●ロローーーーロ■‐■ロー‐■■■■ロロ‐■■■■■■■■■ロロロロロロ■■‐巳一■‐■■■■■■■■｡■■‐■■■■■■■●凸｡｡■‐｡‐凸｡‐■■今｡●‐ｃｃ凸｡●●凸Ｃ①◆｡●①●‐｡｡‐◆‐●●一つつむやつむ口や画中●宇宇‐｡｡■■｡｡■‐ロロ｡■■｡■■■ロー凸■凸■ロー■■‐■■‐■■■②＝■■‐宙■■＝ロ■■■‐■■■

内外面磨滅。外面燈色、内面黒褐色。２ｍ以下の石英・長石多く含む。
●‐●●‐■■■■■■■むむ＝■■■■ロロロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■ニユ■句■‐■■‐字字車写｡■●｡｡‐牢■｡｡｡●●ー③●ら④｡●ら｡Ｐ●｡●●●｡｡●●●再ｃｃ●ロ●｡■●画｡⑥■ｐｐｍロロロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロロロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー■■■■■■■二二■■■■■■■■■■

外面オサエ･横ナデ､底部ナデ､内面ナデ。外面明赤褐色､外底面黒褐色、

内面褐灰色。２ｍ以下の石英・長石、微細な雲母含む。

8３

8４

8５

8６

8７

041

029

104

030

０３１

14-02

1４０１

2４０２

1４０１

14-01

6９ 長谷７区

長谷７区

長谷

長谷７区

長谷７区

弥生土器

須恵器

須恵器
b ● ② ● ● ● ● ● ｡ ● や ● ｡ ｡ ● ｡ ●

須恵器

須恵器

甑？

坪蓋

坪蓋

坪身

坪身

底部

口縁部

口縁部
●◆つ 守●｡●｡●●｡●｡｡●●

口縁部

口縁部

底部焼成前穿孔。内外面オサエ。内外面にぶい燈色。５ｍ以下の石英．

長石・雲母多く含む。
■ロー‐■■■■■●｡｡●や●◆●｡｡｡●●｡◆Ｃ今つ●⑤●｡｡●ウ■‐むつ｡●七つ色●‐ロロ■＝■■ロロロロ■■■■■■■■■■‐巳■■ロ■ニユ■■‐‐Ｐニー争一●●竿｡｡③ＣＧ●ＰＧ｡●●｡●●Ｐの｡●●①｡●ＣＣＣ｡●つむロロロむむ■ロロロロロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■－■■ロロ■■－＝■■■■‐■‐■－■■■■■

内外面回転ナデ。内外面灰白色､断面浅黄橿色。微細な石英･長石含む。

焼成やや軟質。
つむや●‐｡｡Ｐ●吟●｡■｡｡●ロロー‐■■■■■■■■ロロ■■■ｰ■■■■■■■■■■■■■ロロ■‐‐■■■凸－－０ニニー牛争一一●一今●今一｡●●つむ‐◆●令ゆ●つ●｡●●●｡｡－むち＝－●■＝■■－■■■■－－口■■■－－二＝■■■‐■■二口■‐■■争年■■■－巳■ニー｡‐●●●一｡‐●Ｃの今●●●●●●●Ｃ･の●の｡●●｡｡●■｡●

内外面回転ナデ。内外面灰色。石英・長石の細粒少し含む。

内外面回転ナデ、外面回転へラケズリ。内外面灰白色。微細な石英．

長石含む。
■■■■■ロロ■■■■■■■■■■■■‐■一二●‐勾勾｡‐｡■写一●●｡｡●◆句つむむつ･色｡■■凸ロ②ロ■■‐■■■■■■■■■■‐■■■■■■■＝■■■■■■■■■■■二二句ロニーニ■●‐句一年争争◆●ＣＣＣ◆●令｡◆◆●‐●●●●●ＣＣＣ●一七○つ－●－＝■●■■ロロ■■■■■■■■■ロロロ■ロロ■ロロロ■■■ロロ■■■■■■凸■－年

内外面回転ナデ。内外面灰白色。微細な石英・長石含む。

8８ 043

8９ 068

１４０３

14-07

長谷

長谷２区

須

須

惹器

惹器

坪身

坪蓋

口縁部

口縁部

内外面回転ナデ。内外面灰白色。１ｍ以下の石英・長石含む。
■■■ロロ■■■■■■■■■■年一一■ゆ●●●●●●｡■守ゆ｡●吟●●●◆●｡｡■ロー口｡｡■■‐■＝＝■■官■＝‐■■■ー■‐■－－－■‐■‐●‐｡●ニーニーＣＣＣ●●●凸宇｡｡●ｐ争一●や｡－●‐≠＝ウーーーーーー－口－■■■ロロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロー■■■Ｐ■｡÷＝＝吾寺＝二二＝害二二=筈=

内外面回転ナデ。内外面灰色。１ｍ前後の石英・長石少し含む。
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挿図

番号
D一・や凸ロニロロロー●‐＝＝■■I■‐●‐＝ ‐ ● ● 寺 一 ● つ つ 一 ｡ ■ ● 今 ｡ ‐ ■ 凸 ■ ■ ■ ■ ＝

実測；整理；歴研
表採地点 種別 器種 部位 形状・文様・調整・色調・胎土・焼成などの特徴

長谷

長谷５区

区
一
区
一
区

１
－
２
－
１

谷
一
谷
一
谷

長
一
長
一
長

9５

9６

9７

９８
，画むＣＣｑ

９９

032

069

０６６

０７８

028

１４０１

１４０７

1４０７

ｌ４０８
ｐ｡ー■一一 一■ロ■ーpq

l4-01

９

１６

長谷７区

長谷２区

長谷２区

長谷３区

長谷７区

須恵器

須恵器

土師器

土師器
酢一一●－口－で画＝＝－むつ守■

土師器

１００

１０１
口■ご■つつ●●

１０２

１０３

104

１０５

１０６

090

033
●｡｡●◆●⑤●

１１６

009

117

１１４

109

1４１２

1４０１

32-03

03-02

32-03

2４０５

2４０４

7２

×

7１

長谷１２区

長谷７区

長谷

長谷

長谷

長谷７区

長谷

土師質土器

土師質土器

中世土師器
■ 一 二 一 香 一 ロ ● ■ ｡ ‐ ニ ニ ー ■ ■ ロ ー ‐ ｡ ‐ ■ ■ ■ ｡ ■ ■

中世土師器

中世土師器

石器

石器

蕊

鍋

坪

坪

坪

柱状片刃

石斧

残核

口縁部
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